
　７月３日㈬、「七夕祭り」が金城町下来原の、かな
ぎの里山で行われました。
　当日は、地元保育園児や高齢者クラブ、会場を整備
した地域の人など約100人が参加しました。園児たち
は約150本の竹笹に「友だちをたくさんつくりたい」
など、願い込めて書いた短冊を飾り付けました。

中央図書館がオープンします……………………Ｐ２～Ｐ７
くらしの情報広場…………………………………Ｐ12～Ｐ23
まちのわだい………………………………………Ｐ24～Ｐ26
島根県立大学Ｎｅｗｓ……………………………Ｐ27
石正美術館からのお知らせ………………………Ｐ28
月刊！こども美術館………………………………Ｐ29
まちかど伝言板……………………………………Ｐ26～Ｐ31

主な内容

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち

２０１３

なつかしの国 石見

２０１３

なつかしの国 石見

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち

広報
８月号　

№148８月号　
№148
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人が「つどい」「まなび」「くつ
ろげる」図書館

「郷土」に生きる喜びを発見し、
郷土への愛着を醸成する図書館
「郷土」に生きる喜びを発見し、
郷土への愛着を醸成する図書館

ユニバーサルデザイン※に配慮
した図書館

社会教育推進の役割を担う図書
館
社会教育推進の役割を担う図書
館

基本コンセプト基本コンセプト

※　ユニバーサルデザインとは、文化・言語・国籍の違い、老若男女、障がい・能力
　のいかんを問わず、誰もが快適に利用することができる設計思想のことです。

ユニバーサルデザイン※に配慮
した図書館

人が「つどい」「まなび」「くつ
ろげる」図書館

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
待
ち
望
ん
で
い

た
中
央
図
書
館
（
愛
称
：
ラ
ブ
ッ
ク
は

ま
だ
）
が
、
８
月
10
日
㈯
午
前
11
時
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

中
央
図
書
館
は
、
来
館
さ
れ
る
皆
さ

ん
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
、
ま
た
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
す
る
な
ど
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
、
妊
婦
や
子
ど
も
連
れ

の
人
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
設

計
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
自
動
貸
出
機
・
自
動
返
却
機
・
セ
ル

フ
座
席
予
約
シ
ス
テ
ム
・
予
約
棚
な

ど
の
最
新
機
器
の
導
入

②
全
国
的
に
も
公
共
図
書
館
で
導
入
事

例
の
少
な
い
、
電
子
書
籍
の
閲
覧
・

貸
出

③
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
図
書
館
運
営

　

い
ず
れ
も
、
図
書
館
の
機
能
を
充
実

さ
せ
、
利
用
者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

る
も
の
で
す
。

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
７
時

多
目
的
ホ
ー
ル　
午
前
９
時
～
午
後
９

時
（
日
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
）

休
館
日　
毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
日
・

年
末
年
始
・
整
理
日

※　

開
館
当
日
は
、
午
前
11
時
か
ら
開

館
し
ま
す
。

静
寂
に
包
ま
れ
た
知
の
空
間

中
央
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

ラ
ブ
ッ
ク
は
ま
だ
の
特
徴

開
館
時
間
・
休
館
日
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施　設　概　要
所在地　　黒川町3748番地１
構造　　　鉄筋コンクリート造２階建
敷地面積　7,997.04㎡
延床面積　2,841.78㎡
駐車場　　約100台（うち障がい者用３台）
駐輪場　　約100台
開架冊数　約10万冊（開館時点）
　　　　　一般書　約７万冊
　　　　　児童書　約３万冊

２階

１階

問い合わせ先
中央図書館読書推進係（☎�０４８０）

※　開架冊数は、皆さんが直接手に取って読むことが
できる本です。

ラブックはまだフロア案内図
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蔵書検索システム（ＯＰＡＣ）

　市内の全図書館の蔵書が検索できます。

自動貸出機

　利用者カードを持っている人なら誰でも自分で
本を借りることができます。
　操作はとても簡単です。

予約棚

　利用者が予約した本が予約棚に置かれると、予
約者に貸出できる状態になったことを電子メール
でお知らせします。

自動返却機

　投入口に１冊づつ本を入れるだけで、返却手続
を自動で行います。

一般読書コーナー（閲覧席）

総合案内窓口

～ 館内紹介 ～
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電子書籍ダウンロードコーナー

学習コーナー

　図書館の本以外の持込み資料を利用した、学習
もできます。セルフ座席予約システムで予約して
使ってください。

セルフ座席予約システム

　インターネットコーナー・学習コーナーを利用
する際に、このシステムで手続を行ってください。
利用者カードが必要となります。

多目的ホール（２階）

　図書館が行うイベントの会場や、市民活動の場
として利用できます（有料です）。

　電子書籍を閲覧・ダウンロードするための専用
カウンターです。館内貸出用のｉＰａｄや、スマー
トフォンで利用することができます。

児童図書コーナー

コミュニケーションスペース
飲食可能なスペースです。自動販売機・公衆電話があ
ります。
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　子どもと読書のコーディネーター＆スト
リーテラーの佐藤凉子さんを招き、「子ど
もたちとお話や本との幸せな出会い！」を
演題に講演してもらいます。
　開館日の翌日は、佐藤さんによる絵本読
み聞かせの実演も行われます。
講演会　８月10日㈯　午後２時～４時
読み聞かせ公演
　　　　８月11日㈰　午前10時～正午
場所　２階多目的ホール
問い合わせ先
　中央図書館（☎�０４８０）　

　新図書館の開館を祝いオープニングセレ
モニーとして、幼稚園児による踊りや保育
園児による鼓笛隊の演奏、市民有志による
伝統行事「祝い込み」を行います。また、
実行委員会の活動の紹介や先着1,000人に焼
きそばやそうめん、ソフトクリームなどが
振る舞われます。
日時　８月10日㈯
　午前10時20分～午後２時
場所　敷地内及び浜田川周辺
問い合わせ先

図書館を核としたまちづくり実行委員会
須山さん（☎�０６４０）

　中央図書館及びその周辺で土星・月など
の学習と天体観測の参加者を募集します。
　当日は、図書館の本を使っての学習を行
い、実際に望遠鏡を使って天体観測を行い
ます。
対象　小学校４年生～６年生（保護者同伴）
日時　８月18日㈰

午後６時20分～９時20分（雨天時は講師
に星の話をしてもらいます。）

講師　齋藤和幸さん（日原天文台長）
定員　先着20人
申込方法　電話で申し込んでください。
申込み・問い合わせ先

図書館を核としたまちづくり実行委員会
自然観察部会　柳川さん
（☎０９０‐７９９０‐７９５８）

　親子で絵本の魅力を体験してもらうこと
を目的に２日間、絵本の読み聞かせイベン
トを開催します。ボランティアによる読み
聞かせや、しまね子育て絵本の展示、浜田
市書店組合による展示販売などを行います。
日時　８月17日㈯・18日㈰
　午前10時～午後４時
問い合わせ先

山陰中央新報いわみ開発㈱
（☎�３４８０）

　しおりの作製や、種にまつわる絵本を紹
介します。
日時　８月21日㈬　午後１時～４時
※　リボンや絵に使う種があれば持参して

ください。
問い合わせ先

浜田のまちの縁側　栗栖さん
（☎０９０‐８０６４‐７９４０）

ラブックはまだ開館記念イベント　８月10日㈯・11日㈰

開館記念講演会・読み聞かせ公演会 市民団体による図書館まつり

多目的ホールイベント情報

土星と月などの天体観測 図書館まつりinラブックはまだ

しおりをつくろう！いろんな種で絵を描こう！
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イベント一覧

日時　８月10日㈯
　市民団体による図書館まつり
　午前10時20分～
　開館記念講演会　午後２時～
日時　８月11日㈰
　読み聞かせ公演会　午前10時～
日時　８月17日㈯・18日㈰
　図書館まつりinラブックはまだ
　午前10時～
日時　８月18日㈰
　土星と月などの天体観測
　午後６時20分～
日時　８月21日㈬
しおりをつくろう！いろんな種で絵
を描こう！　午後１時～

日時　８月24日㈯
　市民企画　講演会　午後１時30分～
日時　８月25日㈰
　親子読書研修会　午前10時～
日時　８月27日㈫
　子ども映画会　午後１時30分～

　鳥取県南部町立図書館長の角田有希子さ
んを講師に招き、「人づくり、地域づくり
と図書館の関係」を演題として講演しても
らいます。
日時　８月24日㈯　午後１時30分～３時
定員　100人程度
問い合わせ先

図書館を核としたまちづくり実行委員
会・はまだ図書館友の会　栗栖さん
（☎０９０‐８０６４‐７９４０）

　親子読書アドバイザーが読み聞かせの大
切さ・楽しさを伝えます。
日時　８月25日㈰　午前10時～11時
料金　無料
問い合わせ先

島根県立図書館（☎０８５２�６０７７）

　宮本達也さんの人気絵本「ティラノザウ
ルス」シリーズから「おまえうまそうだな」
の映画を上映します。
日時　８月27日㈫　午後１時30分～３時
料金　無料
問い合わせ先

中央図書館（☎�０４８０）

【
金
城
図
書
館
】

★
絵
本
お
は
な
し
会

日
時　
８
月
17
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時

場
所　
児
童
書
絵
本
コ
ー
ナ
ー

【
旭
図
書
館
】

★
ぶ
っ
く
ん
タ
イ
ム

日
時　
８
月
７
日
㈬

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
児
童
コ
ー
ナ
ー

【
三
隅
図
書
館
】

★
お
は
な
し
会

日
時　
８
月
10
日
㈯

　

午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

利
用
者
カ
ー
ド

　

利
用
者
カ
ー
ド
は
、
市
立
図
書
館
の

全
館
（
移
動
図
書
館
を
含
む
。）
で
使

用
で
き
ま
す
。
な
お
、
平
成
25
年
10
月

１
日
㈫
か
ら
、
紛
失
な
ど
の
理
由
に
よ

り
カ
ー
ド
を
再
発
行
す
る
際
に
実
費
負

担
と
し
て
１
０
０
円
掛
か
り
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

対象　一般（市内在住の人）
日時　毎月第４水曜日午後１時30分～３時30分
場所　中央図書館
定員　20人
申込方法　電話で申し込んでください。
申込締切日　８月16日㈮
申込み・問い合わせ先
　中央図書館（☎�０４８０）

多目的ホールイベント情報

市民企画　講演会

親子読書研修会

子ども映画会

分
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

読書会の会員を募集します
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　この選挙は、浜田市の将来を託す人を決める大変重要な選挙です。
　私たちの考えを市政に反映させるため ｢私たち自身が主権者であ
る｣ という自覚をもって、候補者の政策や考えをよく理解し、投票
しましょう。

立候補予定者説明会の開催
　市長選挙及び市議会議員選挙の立候補
予定者説明会を、次のとおり開催します。

市長選挙
日時　９月14日㈯　午前10時～
場所　浜田公民館研修室

市議会議員選挙
日時　９月14日㈯　午後１時30分～
場所　浜田公民館研修室

定数
　市長の定数は１人、市議会議員の定数は24人です。
【参考】
　前回（平成21年執行）の市議会議員選挙の定数28人か
ら、24人に減少しました。

選挙人名簿登録者数
男　22,855人　女　25,847人　合計　48,702人
（平成25年６月定時登録現在）

問い合わせ先
　選挙管理委員会事務局（☎�９８１０）

　平成24年度の寄附金の運用状況は次のとおりです。
　寄附金は、指定された使途に沿って有効に活用しま
した。

　市では、平成20年度から「ふるさと“はまだ”に貢
献したい、応援したい」という皆さんからの寄附金を
受け付けています。

問い合わせ先　本庁市民政策課（☎�９２００） 学校図書の充実にも活用しました

１　ふるさと寄附金の状況

事業区分

寄附金
総計 

（平成20～24年度)平成24年度 平成23年度
（前年度）

件数 金額（円） 件数 金額（円） 件数 金額（円）
1 伝統芸能並びに地域文化の伝承及び育成に関する事業 29 3,724,000 10 2,110,000 49 6,100,000
2 特産品の育成及び地域産業の振興に関する事業 34 439,001 1 5,000 42 714,001
3 自然環境並びに地域景観の保全及び活用に関する事業 49 560,000 4 141,000 62 781,000
4 高齢者の生活を支援する地域づくりに関する事業 27 1,577,000 9 406,000 51 2,413,000
5 青少年の健全育成及び教育環境整備に関する事業 57 3,370,400 10 4,211,600 86 12,328,862
6 浜田城に関する資料館及び城山整備に関する事業 22 1,212,000 20 6,917,000 150 12,231,640
7 その他目的達成のために市長が必要と認める事業 171 4,687,000 18 742,000 227 15,669,864

合　　計 389 15,569,401 72 14,533,600 667 50,238,367

２　ふるさと寄附金の活用状況

平成24年度事業 総事業費 ふるさと寄附金
小学校の図書購入 5,372,035円 2,526,000円
中学校の図書購入 3,891,539円 1,943,760円
小学校の備品購入 14,712,090円 294,000円
中学校の備品購入 8,165,678円 156,240円
浜田高等学校の図書購入 500,000円 500,000円
東日本大震災被災地支援事
業（職員派遣） 9,496,763円 1,000,000円

合　　計 42,138,105円 6,420,000円

浜田市長・浜田市議会議員選挙
投票日　10月20日㈰（告示日　10月13日㈰）

ふるさと寄附金運用状況
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できることからはじめましょう
野菜の下ごしらえに電子レンジを活用しましょう
　煮込み料理の野菜は、チンしてから鍋で煮ると
エネルギーの節約になり、煮崩れも少ないようで
す。また、ビタミンＣが多く含まれるブロッコ
リーなどは、電子レンジで加熱すると、鍋でゆで
たときよりも、およそ1.5倍のビタミンＣが残り
ます。

炊飯器で保温より電子レンジで温め直しましょう
　ごはんを炊飯器で保温するには、４時間までが
目安です。炊飯器での保温より、電子レンジで温
め直すエネルギーのほうが省エネになります。

解凍で電子レンジを使う場合は時間を掛けすぎな
いようにしましょう
　肉や魚の解凍は電子レンジで半解凍した後、自
然解凍するのが味も良く、省エネになります。

出典（参考）　公益財団法人しまね自然と環境財
団「エコライフ10へのご招待」

（本庁環境課）

　

平
成
26
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
職
員
採
用
試

験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
受
験
の
申
込
み
を

す
る
場
合
は
、
必
ず
採
用
試
験
実
施
要
項
で
内
容

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

採
用
職
種
・
人
員
・
要
件

○
一
般
事
務
員　
若
干
名

対
象　
昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

○
幼
稚
園
教
諭　
１
人

対
象　
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
幼
稚
園
教
諭
の
免
許
及
び
保
育
士
の
資
格

を
有
す
る
人
（
平
成
26
年
３
月
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
人
を
含
む
。）

第
一
次
試
験　
９
月
22
日
㈰

試
験
会
場　
第
一
中
学
校
（
黒
川
町
）

申
込
方
法　
採
用
試
験
実
施
要
項（
本
庁
人
事
課
・

各
支
所
自
治
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。
配
布
は
８

月
１
日
㈭
か
ら
行
い
ま
す
。）
に
基
づ
き
、
受

験
申
込
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
実
施
要

項
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
「
採
用

試
験
実
施
要
項
請
求
」と
朱
書
き
し
た
封
筒
に
、

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用

封
筒
（
角
２
封
筒
）
を
同
封
し
て
、
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈭
～
16
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

請
求
・
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
事
課
【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　

殿
町

１
番
地
（
☎
�
９
１
３
０
）】

　

広
島
市
と
長
崎
市
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
今
年
で
68

年
目
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
15
日
は
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈

念
す
る
日
」
で
す
。

　

広
島
市
と
長
崎
市
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
爆
が
投
下
さ

れ
た
時
間
に
、
原
爆
死
没
者
の
ご
冥
福
と
世
界
恒
久
平

和
の
確
立
を
祈
念
す
る
た
め
、
平
和
の
鐘
を
合
図
に
１

分
間
の
黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
武
道
館
で
は
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が

行
わ
れ
、先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
人
々
を
追
悼
し
、

平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
正
午
か
ら
１
分
間
の
黙
と
う

が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

浜
田
市
は
、
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
を
し
て
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
亡
く
な

ら
れ
た
人
々
を
追
悼
す
る
と
と
も
に
、
世
界
の
恒
久
平

和
を
祈
念
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
職
場
で
黙
と
う

を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
時

広
島　
昭
和
20
年
８
月
６
日　

午
前
８
時
15
分

長
崎　
昭
和
20
年
８
月
９
日　

午
前
11
時
２
分

全
国
戦
没
者
追
悼
式

　

８
月
15
日
㈭

（
本
庁
総
務
課
）

エコライフへのご招待　～電子レンジで工夫～
自分なりのエコライフの一歩を、意識的に踏み出そう

平
成
25
年
度

市
職
員
採
用
試
験

平
和
を
祈
念
し

黙
と
う
を
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

　浜田の皆さん、お久しぶりです。光陰矢の如し
とよく言われますが、私が来浜して、もう１年が
たちました。その間、浜田の人たちが日常生活の
中でも積極的に外国と交流しているのを目にしま
した。町中では海外で流行している曲を聴くこと
もあったり、スーパーではアメリカ産の製品も販
売されたりしています。英会話教室やテレビプロ
グラムなどの数を通してみても、浜田で英語に対
する関心が高まっていることが分かります。
　私はこの英語に対する熱意はとても素晴らしい
と思います。外国語を通して異なる文化や思想に
触れることができるからです。特に英語は、アメ
リカ・南アフリカ・インド・シンガポールなどで
使われ、ビジネス界や政治界の公用語としても広
く活用されています。そして英語は独自の歴史や
個性を持っています。
　英語はゲルマン語派に属し、現在の北西ドイツ
にルーツがあるとされています。そして、当初話
されていた古英語は、現代語とは全く異なったも
のでした。５世紀頃にブリテン島に根付いた英語
は、ギリシャ語・ラテン語などの言葉を取り入れ、
シェークスピアの時代に現在の形に近づき、後に
大英帝国の出現により世界各地に広まりました。

　現在、イギリスで話されている英語とアメリカ
で耳にする英語は、書き言葉にするとほとんど同
じです。しかし、話し言葉は日本の方言と同じで、
地域によってイントネーションや単語がずいぶん
と違います。
　特にアメリカ英語は、アメリカが人種のるつぼ
といわれるほどの、他民族国家であることからか、
いろいろな民族の文化や言葉が混ざり、今も様々
な変化をしています。
　言語は個人の思考に影響するもの、国の文化の
結晶とも言われています。皆さんも機会があれば
世界中の英語を聞き、いろいろな人と交流しなが
ら視野を広げてみてはいかがでしょうか？

浜田市立中央図書館　８月10日オープン

　

８
月
10
日
、
浜
田
市
立
中
央
図

書
館
『
ラ
ブ
ッ
ク
は
ま
だ
』
が
い

よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

浜
田
市
の
図
書
館
の
歴
史
や
新

図
書
館
の
建
設
経
過
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
「
新
・
お
元
気
で
す

か
」
で
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
の
開
館
は
、
永
年
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
切
望
さ
れ
、
私
に

と
り
ま
し
て
も
、
平
成
８
年
に
旧

浜
田
市
の
市
長
就
任
以
来
取
り
組

ん
で
き
た
懸
案
の
事
業
で
あ
り
、

大
変
感
慨
深
く
、
と
て
も
喜
ん
で

い
ま
す
。

　

明
治
34
年
に
設
立
さ
れ
た
最
初

の
浜
田
図
書
館
の
設
立
趣
旨
に
は
、

『
石
見
の
六
郡
は
、
外
か
ら
文
物

を
吸
収
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
く
、

交
通
の
整
備
も
不
完
全
で
あ
る
。

今
す
ぐ
教
育
振
興
の
政
策
を
講
じ

る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
わ
が
六
郡

の
文
化
は
水
準
以
下
に
落
ち
・
・

（
中
略
）・
・
人
々
を
心
理
の
空

間
に
い
ざ
な
い
、知
能
を
啓
発
し
、

興
味
を
刺
激
す
る
と
い
う
こ
と
が

重
要
で
、
本
図
書
館
を
開
設
し
よ

う
と
す
る
理
由
で
あ
る
。』
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
崇
高
な
理

念
は
、
今
回
の
図
書
館
建
設
検
討

委
員
会
で
話
題
と
な
り
、
そ
の
精

神
は
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
新
図
書
館
は
、
市
民
の

知
的
要
求
に
応
え
る
べ
く
、
幅
広

い
分
野
の
蔵
書
や
資
料
の
充
実
を

図
り
、〝
最
新
の
貸
出
・
返
却
シ

ス
テ
ム
〟
や
、電
子
書
籍
の
閲
覧
・

貸
出
を
導
入
し
、
全
国
の
先
進
図

書
館
に
引
け
を
取
ら
な
い
機
能
を

有
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
市
民
協
働
に
よ
る
運

営
が
行
わ
れ
ま
す
。
浜
田
川
に
面

し
た
建
物
は
、
石
州
瓦
葺
き
の
大

屋
根
と
、
隣
接
す
る
浜
田
高
校
の

旧
体
育
館
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
煉
瓦

造
り
の
外
壁
で
、
地
域
の
景
観
に

配
慮
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
市
民

団
体
の
呼
び
か
け
や
提
言
に
よ

り
、
周
辺
の
川
沿
い
の
環
境
美
化

が
進
め
ら
れ
、
親
水
性
に
配
慮
し

た
公
園
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
第
一
人
者

で
津
和
野
町
在
住
の
画
家
、
天
津

恵
さ
ん
の
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
を
設

置
し
、
２
階
ホ
ー
ル
に
は
、
故
・

橋
本
明
治
画
伯
の
長
男
で
女
子
美

術
大
学
教
授
の
日
本
画
家
、
橋
本

弘
安
先
生
か
ら
開
館
を
記
念
し
て

寄
贈
い
た
だ
い
た
日
本
画
「
町
の

図
書
館
」
を
飾
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
愛
さ
れ
、

多
く
の
利
用
者
が
集
う
、
憩
い
の

場
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

新・お元気ですか�
浜田市長 宇津徹男

英語豆知識
浜田市国際交流員　ドナルド　マルヤマ
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問い合わせ先
浜田地区広域行政組合総務課総務係
（☎�１４６８）

　浜田地区広域行政組合の人事行政の運営における公正性と透明性
を高めることを目的として、地方公務員法及び浜田地区広域行政組
合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、職員の任
用・職員数・給与・勤務時間そのほかの勤務条件など人事行政の運
営などの状況についてお知らせします。

⑴職員数の状況 （単位：人）

平成24年度職員数
（平成24年4月1日現在）

平成24年度中
採用者数 退職者数

16 0 3

⑴給与の状況（平成24年度決算） （単位：千円）

給料 職員手当 期末・勤勉
手　　　当 計 １人あたり

給　与　費
71,476 7,662 25,351 104,489 6,531

※　職員手当には、退職手当は含んでいません。

⑶給料月額（初任給）の状況 （平成24年４月１日現在）

区　分 高校卒 大学卒

浜田地区広域
行政組合 一般行政職 140,100円 161,600円

国の制度 一般行政職 140,100円 172,200円

⑸退職手当 （平成24年４月１日現在の支給割合）

区　分 浜田地区広域行政組合 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 23.50月分 30.55月分 23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分 47.50月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分 59.28月分 59.28月分

加算措置
定年前早期退職特例措置
２％～20％加算
早期退職優遇制度
15％～30％加算

定年前早期退職特例措置
２％～20％加算

⑵職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況
（平成24年４月１日現在）

平均年齢 平均給料月額
（基本給）

平均給与月額
（基本給＋諸手当）

52.25歳 371,661円 414,545円

⑷期末・勤勉手当 （平成24年度支給割合）

区　分 浜田地区広域行政組合（国）
期　末 勤　勉

６月期 1.20月分（1.225） 0.675月分（0.675）
12月期 1.35月分（1.375） 0.675月分（0.675）

計 2.55月分（2.60） 1.35月分（1.35）
加算措置 有

⑹そのほかの主な職員手当の状況
種　　類 説　　明

扶養手当 扶養親族のある職員に対して支給

住居手当 賃貸住宅で月12,000円を超える家賃を支
払っている職員に支給

通勤手当 通勤距離が２㎞以上で、自動車などを利
用している職員に支給

特殊勤務手当 著しく危険・不快・不健康又は困難な勤
務で、その特殊性に応じて支給

開始時刻 休憩時間 終了時刻
8:30 12:00～13:00 17:15

⑴ 分限　処分なし
⑵ 懲戒　処分なし

⑵構成市からの派遣職員　　　　　　　　(平成24年４月１日現在)

　・浜田市　７人　　・江津市　４人
⑶職員の競争試験及び選考の状況
　職員の採用試験は行いませんでした。

⑴休暇取得日数の状況 ( 平均 ) （単位：日）
年次有給休暇 病気休暇 特別休暇付与日数 取得日数

20 10.5 1.1 5.8
※　特別休暇には、結婚休暇・夏季休暇・忌引などがあります。

⑵育児休業　取得なし
⑶介護休暇　取得なし
⑷介護休暇承認期間　取得なし
⑸営利企業等従事許可　１件

⑴研修の状況 ⑵勤務成績の評定の状況(単位：人)
研修数 受講者数 昇　給 昇　格 昇　任

43 172人 14 0 0

⑴健康診断の状況（単位：人） ⑵安全衛生管理体制の整備
健康診断 人間ドック 区　　　分 人数

9 7 安全衛生管理者 0
衛生管理者 0
安全衛生推進者 3

⑴勤務条件に関する措置要求の状況　該当なし
⑵不利益処分に関する不服申立ての状況　該当なし

広域圏だより
浜田市・江津市

浜田地区広域行政組合
野原町（☎�１４６８）

平成24年度
人事行政の運営などの状況の公表

８　職員の利益の保護の状況

１　職員の任免及び職員数に関する状況

２　職員の給与の状況

３　職員の勤務時間そのほかの勤務条件の状況 ４　職員の分限及び懲戒処分の状況

６　職員の研修及び勤務成績の評定の状況 ７　職員の福利の状況

５　職員の服務の状況（平成24年１月から12月末実績）
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

国府小学校

国府公民館

国府小学校
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線

至江津

至浜田至浜田

国
道
９
号
線

受
講
対
象
者

・
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
新
た
に

従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
人
で
、

そ
の
日
か
ら
１
年
以
内
の
人

・
過
去
２
年
以
内
に
免
状
の
交
付

を
受
け
て
い
る
場
合
又
は
講
習

を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
免

状
交
付
日
又
は
受
講
日
か
ら
起

算
し
て
３
年
以
内
の
人

・
前
回
の
講
習
を
受
け
た
後
、
引

き
続
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業

に
従
事
し
て
い
る
人
で
、
前
回

講
習
日
か
ら
３
年
以
内
の
人

講
習
日
程

　

９
月
26
日
㈭

　
　

ジ
ャ
ス
ト
ホ
ー
ル（
益
田
市
）

　

10
月
９
日
㈬

　
　

あ
す
て
ら
す
（
大
田
市
）

　

11
月
８
日
㈮

　
　

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

受
講
手
数
料　
４
、
７
０
０
円

申
込
締
切
日　
各
会
場
の
開
催
日

の
10
日
前
（
土
・
日
・
祝
日
の

場
合
は
翌
営
業
日
）

申
込
方
法　
受
講
申
請
書
（
消
防

本
部
及
び
各
出
張
所
に
あ
り
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先　
島
根
県
危
険
物
保
安
協

会
連
合
会
【
〒
６
９
０
‐
８
５

　

０
１　

松
江
市
殿
町
１
番
地
】

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

　

救
急
業
務
や
救
急
医
療
体
制
を

皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
、
毎
年
９
月
９
日
を
「
救

急
の
日
」、
こ
の
日
を
含
む
１
週
間

（
９
月
８
日
㈰
～
14
日
㈯
）
を
「
救

急
医
療
週
間
」
と
し
、
全
国
的
に

普
及
啓
発
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
「
救
急
の
日
」
を
通
じ
て
、

救
急
車
の
正
し
い
利
用
や
、
家
庭

で
の
事
故
の
予
防
、
家
庭
で
で
き

る
応
急
手
当
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

救
急
車
の
呼
び
方

　

電
話
で
１
１
９
番
が
通
じ
た
ら

次
の
要
領
で
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
、
な
る

べ
く
次
の
こ
と
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

・
応
急
手
当

・
か
か
り
つ
け
医
師
へ
の
連
絡

・
保
険
証
の
準
備

ピ
ー
ポ
ー
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
た

ら・
救
急
車
を
誘
導
す
る
た
め
道
路

に
出
る
。

　

特
に
、
意
識
障
害
・
大
出
血
の

あ
る
患
者
は
、
救
急
隊
が
現
場
に

到
着
す
る
ま
で
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
生
命
の
危
機
に
陥
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、

現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
の
適
切
な

応
急
手
当（
気
道
確
保
・
人
工
呼
吸
・

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
除
細
動
・
止
血
）

の
実
施
が
極
め
て
重
要
で
す
。

応
急
手
当
講
習
を
実
施
し
ま
す

　

１
人
で
も
多
く
の
人
に
応
急
手

当
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
た
め
に
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を
含
め
た
応
急
手

当
「
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
」
を
実
施

し
ま
す
。

日
時　
９
月
８
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

場
所　
消
防
本
部
会
議
室

定
員　
先
着
40
人

料
金　
無
料

※　

講
習
修
了
後
に
、
修
了
証
を

交
付
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
消
防
署
救
急
係

（
☎
�
１
２
２
９
）

▼
急
病
人
で
す
。（
又
は
）

　

交
通
事
故
で
す
。

▼
○
○
町
○
○
町
内
○
○
の
北

側
で
す
。（
目
標
は
詳
し
く
）

▼
○
○
が
倒
れ
て
呼
び
掛
け
て

も
反
応
が
あ
り
ま
せ
ん
。（
け

が
人
が
○
人
で
す
）

※　

年
齢
・
性
別
・
症
状
も
、

で
き
る
だ
け
詳
し
く
知
ら
せ

て
く
だ
さ
い
。

▼
私
は
○
○
で
す
。
こ
の
電
話

は
○
○
局
○
○
○
○
番
で
す
。

　

市
で
は
、
一
般
競
争
入
札
に
よ

り
次
の
市
有
財
産
の
売
却
を
行
い

ま
す
。

入
札
参
加
申
込
期
間

　

８
月
１
日
㈭
～
23
日
㈮
必
着

入
札
日
時

　

９
月
10
日
㈫　

午
前
９
時
30
分

入
札
会
場　
市
役
所
本
庁

参
加
資
格

⑴　

申
請
者
（
入
札
参
加
者
）
と

な
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
個

人
又
は
法
人
と
し
ま
す
。

※　

２
人
以
上
の
連
名
（
共
有
）

で
の
申
請
も
で
き
ま
す
。

⑵　

次
の
事
項
に
該
当
す
る
人
は
、

売却物件
物件番号 H25‐3

所在地 国分町

地番 1981番77

物件名 旧唐鐘駐在所敷地

地目 宅地

地積 251.80㎡

最低売却価格 6,899,000円

H25-3

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
を

実
施
し
ま
す

救
急
車
は
本
当
に
必
要
な
と
き
に
！

９
月
９
日
は

「
救
急
の
日
」
で
す

生
活
・
環
境

市
有
財
産
を
売
却
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

①
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人

②
地
方
自
治
法
第
２
３
８
条
の
３

の
規
定
に
該
当
す
る
人

③
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７

条
の
４
に
規
定
す
る
制
限
を
受

け
る
人

④
役
員
な
ど
（
入
札
参
加
者
が
個

人
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
人
、

入
札
参
加
者
が
法
人
で
あ
る
場

合
に
は
役
員
又
は
支
店
・
事
務

所
の
代
表
者
）
が
暴
力
団
対
策

法
第
２
条
第
６
号
に
規
定
す
る

暴
力
団
員
で
あ
る
人

⑤
暴
力
団
な
ど
が
経
営
に
実
質
的

に
関
与
し
て
い
る
人

⑥
役
員
な
ど
が
自
己
・
自
社
又
は

第
三
者
の
不
正
の
利
益
を
図
る

目
的
や
、
第
三
者
に
損
害
を
加

え
る
目
的
で
、
暴
力
団
な
ど
を

利
用
し
て
い
る
人

⑦
役
員
な
ど
が
暴
力
団
な
ど
に
対

し
て
資
金
を
供
給
し
た
り
便
宜

を
供
与
し
た
り
す
る
な
ど
、
直

接
的
あ
る
い
は
積
極
的
に
暴
力

団
の
維
持
・
運
営
に
協
力
し
、

又
は
関
与
し
て
い
る
人

⑧
役
員
な
ど
が
、
暴
力
団
な
ど
と

社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関

係
を
有
し
て
い
る
人

留
意
事
項

・
入
札
事
前
説
明
会
は
行
い
ま
せ

ん
。
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
現
状
有
姿
に
よ
る
売
却
と
な
り

ま
す
。
売
却
物
件
の
事
前
確
認

は
、
入
札
参
加
者
の
責
任
に
お

い
て
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
入
札
に
参
加
す
る
場
合
は
、
必

ず
申
込
期
間
内
に
入
札
参
加
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
札
参
加
申
込
書
・
入
札
参
加

に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
・
そ

の
ほ
か
入
札
参
加
に
必
要
な
用

紙
は
本
庁
管
財
課
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

物
件
に
関
す
る
こ
と

本
庁
管
財
課
管
財
係

（
☎
�
９
１
４
０
）

入
札
に
関
す
る
こ
と

本
庁
管
財
課
入
札
管
理
係

（
☎
�
９
１
４
１
）

　

計
量
法
に
基
づ
き
、
定
期
的
に

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
取
替
作
業
は
委
託

業
者
が
行
い
、
取
替
え
に
か
か
る

費
用
は
無
料
で
す
。
取
替
委
託
業

者
（
名
札
・
腕
章
を
着
用
）
が
伺

い
ま
し
た
ら
、
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

８
月
の
メ
ー
タ
ー
取
替
予
定

取
替
地
区　
殿
町
・
錦
町
・
港
町
・

元
浜
町
・
清
水
町
・
生
湯
町
・

長
沢
町
・
浅
井
町
・
杉
戸
町
・

野
原
町
・
笠
柄
町
・
熱
田
町
・

長
浜
町
・
国
分
町
・
下
府
町
の

そ
れ
ぞ
れ
一
部

取
替
委
託
業
者

　

浜
田
市
水
道
事
業
協
同
組
合

問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
部
管
理
課
業
務
係

（
☎
�
９
９
０
３
）

　

浜
田
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
で

は
、
今
春
頃
か
ら
、「
健
康
食
品

の
送
り
付
け
」
に
よ
る
被
害
相
談

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
止
し
、
注
意
を
呼

び
掛
け
る
た
め
、「
う
ち
わ
」
を

５
千
本
作
成
し
、
自
治
会
・
町
内

会
な
ど
に
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

申
込
み
順
に
配
布
し
、
無
く
な
り

次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
、
盆
踊
り
な
ど
に
合

わ
せ
て
ご
利
用
に
な
っ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

食
中
毒
の
原
因
は
何
？

食
中
毒
の
主
な
原
因
は
「
細
菌
」

と
「
ウ
イ
ル
ス
」

　
「
細
菌
」
が
原
因
と
な
る
食
中

毒
は
、
夏
場
に
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
そ
の
原
因
と
な
る
細
菌
の

代
表
的
な
も
の
は
、
腸
管
出
血
性

大
腸
菌
（
Ｏ
１
５
７
・
Ｏ
１
１
１

な
ど
）
や
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
・

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
な
ど
で
す
。

　

一
方
、
代
表
的
な
ウ
イ
ル
ス
で

あ
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
調
理
者

か
ら
食
品
を
介
し
て
感
染
す
る
場

合
が
多
く
、
ほ
か
に
二
枚
貝
に
潜

ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特

に
冬
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
が
毎
年
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
毒
キ
ノ
コ
や

フ
グ
な
ど
の
「
自
然
毒
」、
殺
菌

剤
な
ど
の
「
化
学
物
質
」
な
ど
も

食
中
毒
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
様
々
な
原
因
物
質

に
よ
っ
て
、
食
中
毒
は
１
年
中
発

生
し
て
い
ま
す
。

食
中
毒
予
防
の
３
原
則

食
中
毒
の
原
因
を
「
つ
け
な
い
・

増
や
さ
な
い
・
や
っ
つ
け
る
」

つ
け
な
い

・
石
け
ん
と
流
水
で
丁
寧
に
手
を

洗
い
、
調
理
器
具
は
使
用
の
都

度
き
れ
い
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

・
焼
肉
な
ど
で
生
の
肉
を
つ
か
む

箸
と
、
焼
け
た
肉
を
つ
か
む
箸

は
別
の
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
品
を
保
管
す
る
と
き
に
は
、

密
封
容
器
に
入
れ
た
り
、
ラ
ッ

プ
を
掛
け
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

増
や
さ
な
い

・
食
べ
物
に
付
着
し
た
菌
を
増
や

さ
な
い
た
め
に
は
、
低
温
で
保

存
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
肉

や
魚
な
ど
の
生
鮮
食
品
や
惣
菜

な
ど
は
、
購
入
後
、
で
き
る
だ

け
早
く
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
し
ょ

う
。

・
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
も
細
菌
は

ゆ
っ
く
り
と
増
殖
す
る
の
で
、

温
度
管
理
に
気
を
付
け
、
早
め

に
食
べ
き
り
ま
し
ょ
う
。

や
っ
つ
け
る

・
調
理
器
具
は
、
煮
沸
消
毒
や
漂

白
剤
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
品
は
、
中
心
部
の
温
度
が

75
℃
で
１
分
間
以
上
加
熱
処
理

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

水
道
メ
ー
タ
ー
の

定
期
取
替
え
を
し
ま
す

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ

「
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
未
然
防

止
う
ち
わ
」
を
配
布
し
ま
す

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

所
在
地　
竹
迫
町
２
７
３
１
番
２

地
目　
墓
地

面
積　
４
㎡

区
画
数　
15
区
画

※　

全
て
新
規
増
設
分
で
す
。

区
画
番
号　
Ｐ
‐
１
～
10
・
Ｑ
‐

１
～
３
・
Ｒ
‐
１
・
２

※　

現
地
に
表
示
看
板
を
設
置
し

て
い
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

永
代
使
用
料　
１
区
画
46
万
円

管
理
料　
１
区
画
年
額
５
千
円

（
５
年
分
先
払
い
）

納
入
方
法

　

使
用
許
可
時
一
括
納
入

申
込
期
間

　

８
月
５
日
㈪
～
16
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
本
庁
環

境
課
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
み
の
際
、
住
民
票
（
個

人
の
写
し
）
１
通
と
印
鑑
が
必

要
で
す
。

※　

申
込
み
は
１
人
１
区
画
分
の

み
と
し
ま
す
（
希
望
す
る
区
画

は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し
た
順

番
に
選
択
し
て
も
ら
い
ま
す
）。

※　

あ
ら
か
じ
め
、
現
地
を
確
認

し
、
希
望
す
る
区
画
の
位
置
を

決
め
て
か
ら
、
抽
選
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

抽
選
日　
８
月
21
日
㈬

受
付　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

抽
選　
午
前
10
時
30
分
～

抽
選
場
所

　

市
役
所
本
庁
４
階
講
堂
Ａ
Ｂ

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
施
設
管
理
係

（
☎
�
９
４
３
０
）

　

衣
類
の
た
た
み
方
・
収
納
の
仕

方
な
ど
を
学
ぶ
、
シ
ニ
ア
・
シ
ル

バ
ー
世
代
の
男
性
の
た
め
の
講
座

で
す
。
今
回
は
、
箱
を
引
き
出
し

に
見
立
て
て
実
践
し
ま
す
。
家
の

片
付
け
方
法
を
見
直
す
良
い
機
会

と
し
ま
せ
ん
か
。

対
象
者

　

市
内
在
住
で
50
歳
以
上
の
男
性

※　

夫
婦
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

日
時　
８
月
31
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　
い
わ
み
ー
る
３
階
３
０
２

研
修
室

講
師　
江
川
佳
代
さ
ん
（
整
理
収

納
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

定
員　
先
着
30
人

参
加
費　
無
料

※　

Ｔ
シ
ャ
ツ
・
靴
下
・
フ
ェ
イ

ス
タ
オ
ル
・
風
呂
敷
・
ボ
ッ
ク

ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
空
き
箱
・
は

さ
み
・
カ
ッ
タ
ー
・
筆
記
用
具

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

　

８
月
５
日
㈪
～
26
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

　

統
計
知
識
の
普
及
・
統
計
の
表

現
技
術
の
研
さ
ん
に
役
立
て
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。

　

特
選
・
入
選
作
品
は
、「
第
61

回
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
出
品
し
ま
す
。

対
象　
県
内
に
居
住
す
る
人

第
１
部　

小
学
校
１
・
２
年
児
童

第
２
部　

小
学
校
３
・
４
年
児
童

第
３
部　

小
学
校
５
・
６
年
児
童

第
４
部　

中
学
校
の
生
徒

第
５
部　

高
等
学
校
以
上
の
生

徒
・
学
生
及
び
一
般

パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部

　
　
　
　

小
学
校
の
児
童
以
上

課
題　
自
由
（
た
だ
し
、
小
学
校

４
年
生
以
下
に
つ
い
て
は
、
児

童
が
観
察
又
は
調
査
し
た
結
果

を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
）

作
品
の
規
格　
Ｂ
２
判
用
紙

応
募
締
切
日　
９
月
５
日
㈭

入
賞
作
品
の
発
表　
９
月
下
旬

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
統
計
協
会
【
〒
６
９
０

‐
０
８
７
７　

松
江
市
殿
町
１

１
１
番
地　

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ビ

ル
７
階
（
☎
０
８
５
２
�
５
０

７
８
）】

　

総
務
省
及
び
島
根
県
・
浜
田
市

で
は
統
計
法
に
基
づ
き
、
10
月
１

日
を
調
査
日
と
し
て
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
住
生
活

の
実
態
を
調
査
す
る
も
の
で
、
国

民
の
豊
か
な
住
生
活
を
実
現
す
る

た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
で
約
３
５
０
万
世
帯
、
浜

田
市
で
は
、
約
３
、
０
０
０
世
帯

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

調
査
世
帯
は
、
総
務
大
臣
が
指

定
し
た
調
査
区
か
ら
、
統
計
上
の

抽
出
方
法
に
よ
り
選
定
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
の
た
め
、
指

定
さ
れ
た
調
査
区
を
巡
回
し
ま
す
。

ま
た
、選
ば
れ
た
調
査
世
帯
へ
は
、

９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
調
査
票

記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
務
課
行
政
相
談
係

（
☎
�
９
１
２
０
）

　

毎
年
９
月
20
日
か
ら
26
日
は
動

物
愛
護
週
間
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
、

身
近
な
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
の
あ

る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ

　

動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
発
見

募
集
要
領

・
個
人
が
撮
影
又
は
描
画
し
た
作

品
に
限
り
ま
す
。

・
写
真
は
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
サ
イ
ズ

２
Ｌ
判
に
プ
リ
ン
ト
し
た
も

の
。
絵
画
は
Ｂ
５
サ
イ
ズ
。

・
作
品
に
人
物
が
被
写
体
と
な
っ

て
い
る
場
合
は
、
必
ず
被
写
体

の
承
認
を
得
て
出
品
し
て
く
だ

さ
い
。

・
被
写
体
が
動
物
の
み
で
も
可
と

し
ま
す
。

・
出
品
は
１
人
２
点
ま
で
と
し
ま

竹
迫
霊
園
墓
所
を

　
　
　
永
代
賃
貸
し
ま
す

男
の
生
活
力
ア
ッ
プ
講
座

（
衣
類
の
整
理
収
納
・
実
践

編
）
を
開
催
し
ま
す

島
根
県
統
計

グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品

を
募
集
し
ま
す

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

動
物
な
か
よ
し
写
真
絵
画
展

の
作
品
を
募
集
し
ま
す



15　　　広報はまだ：平成25年８月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

す
。

・
出
品
作
品
の
著
作
権
は
、
主
催

者
に
帰
属
し
ま
す
。

・
出
品
作
品
は
原
則
返
却
し
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
作
品
の
返
却
を

希
望
す
る
場
合
は
、
切
手
を
貼

付
し
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

・
出
品
作
品
に
関
し
て
ト
ラ
ブ
ル

が
生
じ
た
場
合
、
主
催
者
は
一

切
そ
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

応
募
方
法　
応
募
票
（
浜
田
保
健

所
に
あ
り
ま
す
。
浜
田
保
健
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。
Ｆ
Ａ
Ｘ

又
は
郵
送
で
も
送
付
し
ま
す
。）

に
記
入
の
上
、作
品
を
同
封
し
、

郵
送
又
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
日　
９
月
４
日
㈬

作
品
展
示　
９
月
21
日
㈯
に
国
府

公
民
館
で
行
う
浜
田
保
健
所
動

物
愛
護
週
間
事
業
「
動
物
ふ
れ

あ
い
展
」
で
展
示
し
ま
す
。

※　

今
年
度
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
は

行
い
ま
せ
ん
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
衛
生
指
導
課
「
動

物
な
か
よ
し
写
真
絵
画
展
」
係

【
６
９
７
‐
０
０
４
１　

片
庭

町
２
５
４
番
地
（
☎
�
５
５
５

８
）】

http://w
w

w
.pref.shim

ane.lg.jp/
ham

ada_hoken/dobutsu/ 

８月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画

1 木 生湯町１～４

2 金 長沢町６・８、桜ケ丘、菅原団地

12 月 浅井町４～６

19 月 浅井町１～３、黒川町１・２

20 火 黒川町３～７

21 水 相生町１～３

22 木 相生町３・４、竹迫町

23 金 杉戸町、笠柄町

26 月 熱田町６～10

27 火 熱田町11～13

28 水 熱田町14、内田町

29 木 長浜町１～８

30 金 日脚町２～６・８・９、周布町
※　雨天などにより中止した場合、町内会長からの

連絡で土曜日に実施することがあります。
（本庁環境課）

　

お
盆
の
し
尿
収
集
業
務
は
、
次

の
と
お
り
休
み
と
な
り
ま
す
。

浜
田

・
㈲
浜
田
浄
化
セ
ン
タ
ー

　

８
月
14
日
㈬
～
16
日
㈮

・
門
田
産
業
㈲

　

８
月
13
日
㈫
～
15
日
㈭

金
城

・
㈲
ダ
イ
ヤ
環
境
衛
生

　

８
月
13
日
㈫
～
18
日
㈰

金
城
・
旭
・
弥
栄

・
㈲
江
津
衛
生
公
社

　

８
月
14
日
㈬
～
16
日
㈮

三
隅

・
㈲
石
見
環
境
整
備

　

８
月
14
日
㈬
～
16
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

係
（
☎
�
９
４
３
０
）

募
集
期
間

　

８
月
１
日
㈭
～
９
日
㈮

抽
選
日　
８
月
中
旬

入
居
時
期　
９
月
上
旬

※　

応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た

な
い
場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で

の
間
に
入
居
の
申
込
み
を
随
時

受
け
付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
土
建
㈱

（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w

w
.ham

adadoken.
jp/bk.s.ham

adasieijyuutaku.
htm

l

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
（
中
退

共
）
の
退
職
金
制
度
な
ら
、
掛
金

に
国
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

国
の
制
度
だ
か
ら
安
心
・
確
実

・
新
規
加
入
や
掛
金
月
額
を
増
額

す
る
場
合
、
掛
金
の
一
部
を
国

が
助
成
し
ま
す
。

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
、
手
数

料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

外
部
積
立
型
だ
か
ら
管
理
が
簡
単

・
従
業
員
ご
と
の
納
付
状
況
や
退

職
金
試
算
額
を
事
業
主
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

・
退
職
金
は
、
中
退
共
か
ら
直
接

従
業
員
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

※　

パ
ー
ト
職
員
も
加
入
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

（独）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本

部
（
☎
０
３
‐
６
９
０
７
‐
１

２
３
４
）

浜
田
マ
リ
ン
大
橋
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。
帰
省
し
た

家
族
な
ど
と
一
緒
に
、
浜
田
マ
リ

ン
大
橋
の
華
や
か
な
景
観
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
13
日
㈫
～
15
日
㈭

　

午
後
６
時
30
分
～
午
前
０
時

場
所　
浜
田
マ
リ
ン
大
橋

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
水
産
課

（
☎
�
９
５
２
０
）

早
め
に
計
画
し
ま
し
ょ
う

し
尿
収
集
の
お
盆
休
み

浜
田
マ
リ
ン
大
橋
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す

住
宅

市
営
住
宅
の
募
集
期
間
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

産
業
・
地
域
活
性
化

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

を
ご
存
知
で
す
か
？
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

浜
田
市
は
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
生

息
地
で
す
。
被
害
を
出
さ
な
い
た

め
に
も
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

人
間
の
存
在
を
知
ら
せ
る

　

ク
マ
と
遭
遇
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
場
所
で
活
動
す
る
場
合
は
、
ク

マ
よ
け
の
鈴
や
携
帯
ラ
ジ
オ
な

ど
、
音
の
出
る
も
の
を
携
帯
し
、

自
分
の
存
在
を
ク
マ
に
知
ら
せ
ま

し
ょ
う
。
特
に
夕
方
か
ら
夜
間
に

か
け
て
の
外
出
は
、
視
界
が
悪
く

な
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

作
物
な
ど
へ
の
被
害
防
止

・
果
樹
や
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
の
防

護
に
は
電
気
柵
が
有
効
で
す
。

農
機
具
店
に
相
談
を
し
て
防
護

策
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

・
長
年
放
置
さ
れ
て
い
る
柿
や
栗

の
木
は
、
ク
マ
を
呼
び
寄
せ
な

い
た
め
に
、
伐
採
を
検
討
し
ま

し
ょ
う
。

・
臭
い
が
ク
マ
を
呼
び
寄
せ
る
た

め
、
残
飯
な
ど
を
屋
外
に
放
置

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

　

逃
げ
る
も
の
を
と
っ
さ
に
追
う

習
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
慌
て
て

走
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

近
づ
い
て
き
た
ら
…

　

ク
マ
の
気
を
そ
ら
す
た
め
に
、

手
荷
物
な
ど
を
そ
っ
と
置
い
て
、

ゆ
っ
く
り
と
後
ず
さ
り
し
な
が
ら

立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
襲
っ
て
き
た
ら
…

　

首
の
後
ろ
で
手
を
組
み
、
う
つ

伏
せ
で
丸
く
な
り
ク
マ
が
立
ち
去

る
の
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

子
グ
マ
を
見
掛
け
た
ら
…

　

親
グ
マ
が
近
く
に
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
子
連
れ
の
ク
マ
は

特
に
危
険
で
す
。
速
や
か
に
安
全

な
と
こ
ろ
へ
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

　

ク
マ
を
見
掛
け
た
り
、
被
害
が

発
生
し
た
り
し
た
と
き
は
、
本
庁

農
林
課
又
は
各
支
所
産
業
課
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課
農
政
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

各
支
所
産
業
課

　

は
ま
だ
産
業
振
興
機
構
で
は
、

浜
田
市
の
各
地
域
の
特
産
品
、
加

工
技
術
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
浜
田

の
商
品
を
掲
載
し
た
「
し
ま
ね
浜

田
の
商
品
リ
ス
ト
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
す
。

　

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
こ
と
で
、
機
構
と
つ
な
が
り
の

あ
る
バ
イ
ヤ
ー
（
県
内
・
山
陽
・

関
東
・
関
西
）
へ
積
極
的
に
商
品

を
紹
介
し
、
企
業
の
販
路
拡
大
・

売
上
げ
増
加
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

掲
載
は
無
料
で
す
。
ご
不
明
な

点
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
企
業

　

市
内
の
企
業
（
個
人
・
法
人
）

対
象
商
品　
浜
田
の
食
と
民
工
芸

品
な
ど
に
関
す
る
商
品

申
込
締
切
日　
８
月
30
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
又
は
メ
ー
ル
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

は
ま
だ
産
業
振
興
機
構

（
☎
�
８
７
１
７
）

Em
ail:sangyou-shinkou@

city.
ham

ada.shim
ane.jp

　

公
道
沿
い
に
生
垣
や
花
壇
・
庭

園
な
ど
を
設
置
し
た
り
、
公
道
沿

い
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
除
去
し

た
り
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
市
街
地
の
緑
豊

か
な
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
、
自

然
と
共
生
す
る
快
適
な
生
活
環
境

づ
く
り
や
、
魅
力
あ
る
都
市
空
間

の
広
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

も
の
で
す
。

対
象　

都
市
計
画
法
で
指
定
さ
れ

た
、用
途
地
域
内
に
あ
る
幅
員
１
・

８
ｍ
以
上
の
公
道
に
接
す
る
敷

地
、
又
は
建
築
協
定
で
事
業
の
目

的
に
沿
っ
た
協
定
が
締
結
さ
れ
て

い
る
敷
地
で
、
建
築
行
為
が
伴
う

場
合
に
お
い
て
施
工
さ
れ
る
生
け

垣
な
ど

補
助
金
額　
左
表
に
掲
げ
る
基
準

に
よ
り
算
出
し
た
額
で
、
10
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

申
請
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書

（
本
庁
建
築
住
宅
課
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必

要
な
図
面
や
書
類
を
添
え
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
築
住
宅
課
指
導
係

（
☎
�
９
６
３
２
）

対象経費 基準額

生垣の植栽（１列植え）
に要する経費

樹高0.5ｍ未満 １ｍあたり2,000円
樹高0.5ｍ以上
1.0ｍ未満 １ｍあたり2,800円

樹高1.0ｍ以上 １ｍあたり5,400円
玉物 １ｍあたり3,700円

生垣の植栽（寄植え）に
要する経費

樹高0.5ｍ未満 １㎡あたり6,800円
樹高0.5ｍ以上 １㎡あたり9,200円
玉物 １㎡あたり9,500円

花壇の植栽に要する経費 １㎡あたり6,700円

庭園の植栽に要する経費
申請者から提出された見積書・支払
明細書などにより、市が算定した額
の１／２の額

コンクリートブロック塀
の除去に要する経費（基
礎取壊し及び発生材の処
分に要する経費を含む。）

１ｍあたり3,700円

板塀・フェンスなどの除
去に要する経費（基礎取
壊し及び発生材の処分に
要する経費を含む。）

１ｍあたり1,100円

上記に該当しないもので
市長が必要と認めるもの

実情に応じて市が算定した額の
１／２の額

※　基準額は、消費税及び地方消費税が含まれた額とします。

ク
マ
の
被
害
に

　
　
　
遭
わ
な
い
た
め
に

「
し
ま
ね
浜
田
の
商
品
リ
ス
ト
」

ウ
ェ
ブ
版
へ
の
掲
載
企
業
を
募

集
し
て
い
ま
す

生
垣
・
花
壇
・
庭
園
の

植
栽
な
ど
に
補
助
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

ミ
ク
ニ
マ
ル
シ
ェ
認
定
審
査
会

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
は
ま
だ

食
の
大
使
・
三
國
清
三
シ
ェ
フ
を

招
き
、「
ミ
ク
ニ
マ
ル
シ
ェ
認
定

審
査
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
浜
田
特
産
の
食
材
・

食
品
を
広
く
公
募
し
、
応
募
し
て

も
ら
っ
た
中
か
ら
三
國
清
三
シ
ェ

フ
及
び
認
定
審
査
委
員
が
実
際
に

試
食
し
認
定
品
を
決
定
し
ま
す
。

ミ
ク
ニ
マ
ル
シ
ェ
料
理
コ
ン
テ
ス

ト
出
品
料
理
を
募
集
し
ま
す

　

昨
年
度
、
三
國
シ
ェ
フ
が
推
奨

す
る
市
の
特
産
品
を
ミ
ク
ニ
マ
ル

シ
ェ
と
し
て
19
商
品
を
認
定
し
ま

し
た
。
こ
の
認
定
商
品
を
使
用
し

た
、
ミ
ク
ニ
マ
ル
シ
ェ
料
理
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

応
募
要
件　
次
の
要
件
全
て
に
該

当
す
る
こ
と

⑴　

料
理
に
ミ
ク
ニ
マ
ル
シ
ェ
認

定
商
品
を
１
つ
以
上
使
用
し
て

い
る
こ
と

⑵　

料
理
の
レ
シ
ピ
を
浜
田
市
や

ミ
ク
ニ
マ
ル
シ
ェ
認
定
者
に
提

供
で
き
る
こ
と

⑶　

当
日
に
１
人
前
の
料
理
を
２

つ
用
意
で
き
る
こ
と
（
１
つ
は

試
食
用
、
１
つ
は
展
示
用
）

⑷　

当
日
に
調
理
し
た
料
理
を
会

場
に
持
ち
込
む
こ
と

※　

料
理
の
盛
り
付
け
は
、
当
日

会
場
で
も
で
き
ま
す
が
、
調
理

室
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

賞
品　
受
賞
者
に
次
の
金
額
相
当

額
の
商
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

○
最
優
秀
賞　

３
０
、
０
０
０
円

○
優
秀
賞　
　

１
０
、
０
０
０
円

○
審
査
委
員
賞　

５
、
０
０
０
円

応
募
締
切
日　
９
月
２
日
㈪
必
着

応
募
方
法　
申
込
用
紙
（
本
庁
農

林
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

ミ
ク
ニ
マ
ル
シ
ェ
イ
ベ
ン
ト

日
時　
10
月
６
日
㈰

・
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

　
　

午
後
２
時
40
分
～

・
認
定
審
査
会

　
　

午
後
３
時
20
分
～

・
表
彰
式
・
認
定
証
授
与
式

　
　

午
後
４
時
40
分
～

場
所　
浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル

ホ
テ
ル

※　

駐
車
場
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

料
理
を
会
場
に
運
ん
だ
あ
と
、

車
の
移
動
を
お
願
い
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

ミ
ク
ニ
マ
ル
シ
ェ
料
理
コ
ン
テ
ス

ト
・
認
定
審
査
会
の
傍
聴
者
を
募

集
し
ま
す

応
募
要
件　
ど
な
た
で
も
（
申
込

み
１
件
に
つ
き
２
人
ま
で
）

定
員　
30
人
程
度

※　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

応
募
方
法　
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
参
加
希
望
人
数
を
記
入

の
上
、郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
日　
９
月
25
日
㈬
必
着

※　

９
月
26
日
㈭
以
降
に
傍
聴
の

可
否
を
通
知
し
ま
す
。

※　

車
で
来
場
す
る
人
は
、
市
役

所
本
庁
駐
車
場
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課
農
政
係
【
〒
６
９

７
‐
８
５
０
１　

殿
町
１
番
地

（
☎
�
９
５
１
０
・
▢FAX
�
４
０

４
０
）】

Em
ail:nourin@

city.ham
ada.

shim
ane.jp

　

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ

ン
タ
ー
は
、
平
成
20
年
10
月
の
運

営
開
始
か
ら
今
年
で
５
年
目
を
迎

え
ま
す
。
そ
の
間
、
受
刑
者
の
改

善
更
生
と
社
会
復
帰
の
実
現
を
目

指
し
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て

様
々
な
取
組
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
取
組
を
広
く
地
域
の
皆
さ

ん
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
こ
れ
ま

で
の
施
設
運
営
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
広

く
議
論
す
る
た
め
に
記
念
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

①
８
月
24
日
㈯

　

午
後
１
時
～
５
時
30
分

②
８
月
25
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
０
時
40
分

場
所　
島
根
県
立
大
学
講
堂

内
容　
基
調
講
演
・
基
調
報
告
・

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
参
加
費　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課
産
業
企
画
係

（
☎
�
９
５
０
０
）

旭
支
所
産
業
課

（
☎
�
１
４
３
６
）

　

市
税
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の

貴
重
な
財
源
な
の
で
、
納
期
限
内

の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

　

一
度
手
続
き
す
る
と
、
口
座
を

解
約
し
た
り
、
納
税
義
務
者
を
変

更
し
た
り
し
な
い
限
り
、
翌
年
度

以
降
も
継
続
し
ま
す
の
で
、
納
め

忘
れ
が
な
く
大
変
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
納
付
額
が
通
帳
に
記
載

さ
れ
る
た
め
、
納
付
記
録
に
も
な

り
ま
す
。

申
込
手
続

　

預
貯
金
口
座
の
あ
る
市
内
の
金

融
機
関
や
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
申
込

手
続
が
で
き
ま
す
。手
続
の
際
に
、

預
貯
金
通
帳
と
通
帳
に
使
用
し
て

い
る
印
鑑
が
必
要
で
す
。

　

申
込
書
は
、
金
融
機
関
や
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

口
座
振
替
の
開
始
時
期

　

申
込
み
の
翌
月
以
降
の
納
期
分

か
ら
引
き
落
と
し
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
、
申

込
が
20
日
以
降
に
な
る
場
合
は
、

翌
々
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

納
付
で
困
っ
て
い
る
場
合
に
は
…

　

納
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
特

別
な
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
状
況

に
応
じ
た
納
付
方
法
な
ど
の
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
徴
収
課

（
☎
�
９
２
４
０
）

三國清三シェフ

ミ
ク
ニ
マ
ル
シ
ェ
認
定
審

査
会
・
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
し
ま
す

税
務
・
納
税

市
税
は
納
期
限
内
の
納
付
を

お
願
い
し
ま
す

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進

セ
ン
タ
ー
開
所
５
周
年
記
念

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

対
象
予
防
接
種

・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

（
Ｍ
Ｒ
）

・
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン

※　

７
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
の

　

間
に
接
種
し
た
人
に
限
り
ま
す

（
７
月
１
日
以
前
に
接
種
し
た

人
は
助
成
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
）。

対
象
者　
18
歳
以
上
（
４
月
１
日

現
在
）
で
、
接
種
日
に
浜
田
市

に
住
民
登
録
の
あ
る
人
（
妊
娠

を
希
望
す
る
女
性
・
妊
娠
を
希

望
す
る
又
は
妊
娠
中
の
女
性
の

配
偶
者
）

※　

原
則
、
浜
田
保
健
所
な
ど
が

実
施
す
る
無
料
抗
体
価
検
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

助
成
対
象
外
者

①
明
ら
か
に
、
風
し
ん
に
か
か
っ

た
こ
と
が
あ
る
人

②
風
し
ん
を
含
む
予
防
接
種
を
２

回
接
種
し
て
い
る
人

③
会
社
な
ど
で
、
既
に
費
用
助
成

を
受
け
て
い
る
人

※　

①
及
び
②
は
、
接
種
が
必
要

と
医
師
が
判
断
し
た
人
は
対
象

と
な
り
ま
す
。

助
成
金
額
（
上
限
）

⑴　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

ン
（
Ｍ
Ｒ
）　

４
、
０
０
０
円

⑵　

風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
　

２
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日

　

平
成
26
年
３
月
31
日
㈪

申
込
方
法　
病
院
で
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
、
申
請
書
（
本
庁
子
育
て

支
援
課
・
本
庁
地
域
医
療
対
策

課
・
各
支
所
市
民
福
祉
課
に
あ

り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
必
要
書
類
（
領
収
書
・
口

座
番
号
の
分
か
る
も
の
な
ど
）

を
添
え
て
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　

妊
娠
中
又
は
妊
娠
の
可
能
性

の
あ
る
女
性
は
、
接
種
で
き
ま

せ
ん
。

※　

女
性
が
接
種
し
た
場
合
は
、

接
種
後
２
か
月
間
は
妊
娠
を
避

け
て
く
だ
さ
い
。

※　

こ
の
予
防
接
種
は
、
接
種
す

る
人
の
意
思
に
基
づ
く
任
意
接

種
で
す
。
接
種
前
に
医
師
と
相

談
し
て
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
塗
布
し
ま

す
。）・
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま

す
。

対
象　
浜
田
自
治
区
に
住
所
が
あ

る
１
歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
園
（
所
）・
幼
稚
園
で

実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
12
日
㈭

受
付　
①
午
後
１
時
～
１
時
30
分

　
　
　

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時

※　

①
又
は
②
を
選
択
し
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」

定
員　
各
先
着
30
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
。）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日

　

８
月
29
日
㈭　

午
前
９
時
～

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
in
雲
城
小
学

校
」
を
開
催
し
ま
す

　
「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
」
と
は
、

児
童
が
赤
ち
ゃ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
の

父
母
と
継
続
し
て
関
わ
り
を
持
ち
、

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
や
命
の
尊
さ
を

心
と
肌
で
実
感
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
に
と
っ
て
も
児

童
を
通
し
て
赤
ち
ゃ
ん
の
将
来
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
、
子
育
て
へ
の
励

み
や
役
立
ち
感
が
実
感
で
き
る
参

加
者
相
互
に
気
付
き
や
学
び
が
あ

る
授
業
で
す
。

対
象
者

・
平
成
25
年
３
月
か
ら
６
月
生
ま

れ
の
生
後
４
か
月
前
後
の
赤

ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者

・
児
童
と
の
関
わ
り
体
験
に
３
回

と
も
参
加
で
き
る
人

・
会
場
と
な
る
雲
城
小
学
校
に
来

ら
れ
る
人

日
時　
９
月
24
日
㈫
・
10
月
15
日

㈫
・
11
月
６
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
10
分

場
所　
雲
城
小
学
校

定
員　
先
着
14
組

申
込
締
切
日　
９
月
６
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
書
（
本
庁
子
育

て
支
援
課
及
び
各
支
所
市
民
福

祉
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
持
参
・
郵
送
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
【
〒
６
９
７
‐
８
５

０
１　

殿
町
１
番
地
（
☎
�
９

３
３
１
・
▢FAX
�
３
４
２
８
）】

Em
ail:kosodateshien@

city.
ham

ada.shim
ane.jp

　

該
当
す
る
人
に
は
、
７
月
末
に

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
期
限

　

８
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
毎
年
８
月
１
日
現
在
の

子
育
て

風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布
を

実
施
し
ま
す

「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
」
に
参
加

し
て
も
ら
え
る
赤
ち
ゃ
ん
と
そ

の
保
護
者
を
募
集
し
ま
す

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を

忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ
い
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・
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子
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対
象
者　
将
来
就
業
を
希
望
す
る

看
護
職
員
な
ど

日
時　
８
月
７
日
㈬
・
９
月
11
日

㈬　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
看
護

情
報
の
提
供
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

対
象　
浜
田
市
民
で
、
筋
力
や
バ

ラ
ン
ス
力
な
ど
の
運
動
機
能
が

低
下
傾
向
に
あ
る
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
概
ね
65
歳
以

上
の
人
で
、
３
か
月
継
続
し
て

参
加
で
き
る
人

日
時　
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
毎

週
水
・
金
曜
日

　

午
後
３
時
～
４
時
30
分

場
所　
ア
ク
ア
み
す
み

定
員　
15
人
程
度

※　

平
成
24
年
度
に
、
参
加
し
て

い
る
人
は
除
き
ま
す
。

料
金　
１
、
０
０
０
円
程
度
（
保

険
料
）

内
容　
体
力
測
定
・
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
・
機
器
を
活
用
し
た
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ　

ほ
か

申
込
締
切
日　
８
月
30
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

三
隅
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係
（
☎
�
２
８
０
６
）

　８月以降のがん検診日程は、「平成25年度各種健
（検）診日程表」をご覧ください。
※　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種

がん検診を、無料で受診することができます。
問い合わせ先

本庁地域医療対策課健康推進係（☎�９３１１）

乳がん検診
対象　35歳以上の女性で、和暦で奇数年生まれの人及

びクーポン券が送付された人
※　予約が必要です（医療機関と検診車では、申込先

が異なりますので注意してください）。
【医療機関で受診する場合】
申込先　本庁地域医療対策課（☎�９３１１）

実施期間
平成26年２月28日㈮まで
【８月～ 10月】毎週月・水・金曜日
【11月～２月】毎週月・火・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）を

受けられません。
・ペースメーカー装着者（装着側）
・妊娠中の人・授乳中の人・豊胸術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）

胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会　場

金
城８月５日㈪ 8:00～　8:30 みどりかいかん

9:30～10:30 かたらいの家

旭

８月７日㈬ 8:30～11:00 都川高齢者活動促進センター
13:30～14:30 市木生活改善センター

８月８日㈭ 8:30～11:00 重富生活改善センター
13:30～14:30 木田生活改善センター

８月９日㈮ 8:30～14:30 旭保健センター

三
隅

８月19日㈪
8:30～　9:00 みのり会館

10:30～11:00 市場集会所
13:30～14:00 下室谷集会所

８月27日㈫ 9:00～11:00 三保公民館
※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受

診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後か
らの受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ　など

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピローマ
ウイルス）検査を無料で受けることができます。
※　医療機関と検診車では、対象年齢が異なりますので

注意してください。
【検診車で受診する場合】
対象　20歳以上の女性

実施日 受付時間 会　場
浜
田

８月18日㈰
（休日検診）

9:30～11:30 市役所本庁駐車場13:00～15:00
【医療機関で受診する場合】
対象　20歳～49歳の女性
実施期間　平成26年２月28日㈮まで
受託医療機関　江木医院　　　　（☎�１１８１）
　　　　　　　中山産婦人科医院（☎�００７１）
※　診療時間内は、予約不要です。
時間外診療
　江木医院　　　　　８月23日㈮　17:00～19:00
　中山産婦人科医院　８月５日㈪　17:00～18:30
※　前日までに予約が必要です。

状
況
を
届
け
出
て
、
受
給
資
格
を

更
新
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
届
出
を
し
な
い
と
、
受
給

資
格
が
あ
っ
て
も
引
き
続
き
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
届
出
を
せ
ず
に
２
年
を

経
過
す
る
と
、
時
効
に
よ
り
手
当

を
受
け
る
資
格
が
な
く
な
る
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

健
康
・
福
祉

就
業
相
談
会
（
移
動
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す

高
齢
者
「
筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
教
室
」
を
開
催
し
ま
す

８月各種がん検診の日程
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結核は現代の病気です
　日本では今でも１日に62人の新しい結核患者
が発生し、６人が命を落とす重大な感染症です。
毎年、浜田保健所管内でも約20人が発病してお
り、70歳以上の人が７割を占めています。
風邪のようで風邪じゃない、人から人へとうつ
る「感染症」です
　次のような症状に心当たりはありませんか？
症状　咳が２週間以上続く・たんが出る・体が

だるい・急に体重が減る
何より怖いのは、気付かずに周りの人たちにう
つしてしまうこと！
　咳などで結核菌が飛び散り、周囲の人が菌を
直接吸い込むことで感染します。抵抗力の弱い

赤ちゃんは感染すると重症になりやすく、結核
を予防するためにＢＣＧ接種を生後３か月～１
歳になるまでに受けましょう。
継続して薬を飲めば治ります
　結核と診断されても、薬を６か月間、毎日服
用すれば治ります。
早期発見が大切です
　症状に心当たりのある人は、早期に医療機関
で受診しましょう。
　市では、65歳以上の人を対象に、結核レント
ゲン検診を行っています。毎年１回必ず受診す
るよう心掛けましょう。

（三隅支所市民福祉課）

※　次回９月号は、『食育』についてのコラムを掲載します。

対象　65歳以上（浜田市に住民票のある人）
料金　無料
結核レントゲン検診撮影票（受診票）
・検診会場に用意しています。
・「広報はまだ」４月号に併せて配布した「平成25

年度各種健（検）診日程表」に掲載しています。
・市役所本庁１階地域医療対策課10番窓口及び各

支所市民福祉課・各公民館にもあります。

※　ネックレスなどは外し、すぐに撮影できるよ
うな服装で受診してください。

※　９月以降の結核検診は、「平成25年度各種健
（検）診日程表」をご覧ください。

問い合わせ先
本庁地域医療対策課健康推進係
（☎�９３１１）
各支所市民福祉課

【　浜　田　】 【　三　隅　】
日 時間 会場 日 時間 会場 日 時間 会場

１
日
㈭

9:00～　9:20 国府公民館有福分館

28
日
㈬

8:30～　8:50 松原集会所

29
日
㈭

11:10～11:30 市場集会所
9:30～　9:40 大峠口バス停前（大金町） 9:10～　9:30 岡見駅舎 13:00～13:15 中田常男様宅前
9:50～10:15 順興寺前 9:40～10:20 岡見公民館 13:25～13:40 上室谷集会所

10:25～10:45 ＪＡいわみ上府支所前 10:30～10:45 西の谷集会所 13:55～14:10 下室谷集会所
10:55～11:10 フレンドリーショップダイナミック前 10:55～11:10 床並ゲートボール場前 14:30～14:50 東平原上集会所
13:00～13:20 久代公民館 11:30～12:00 中組集会所

30
日
㈮

8:30～　9:20 海石集会所
13:40～13:50 国府自治会館 13:15～13:25 的野集会所 9:30～10:00 谷集会所
14:10～14:40 国府公民館 13:40～13:55 黒沢集会所 10:10～10:25 今浦集会所
14:50～15:20 ＪＦしまね浜田支所国府出張所 14:05～14:15 井川集会所 10:35～10:50 ゆうひパーク三隅
15:40～16:00 佐々木米穀店前（下府町） 14:30～14:40 上古和集会所 11:00～11:30 市役所三隅支所

２
日
㈮

9:00～　9:10 めさまし食堂看板前 14:55～15:15 黒沢公民館 13:00～13:30 古湊漁村センター
9:20～　9:30 生湯町３町内公民館 15:25～15:40 矢原八幡宮下 13:40～14:10 三保公民館
9:40～　9:55 生湯町４町内集会所 15:55～16:15 矢原集会所 14:25～14:40 河内集会所

10:05～10:25 二反田団地集会所
29
日
㈭

8:30～　8:45 芦谷集会所 14:50～15:05 三隅保健センター
10:35～10:55 長沢２町内児童館  9:00～　9:20 みのり会館
11:05～11:15 秋田哲男様宅前（桜ケ丘団地） 9:35～10:00 小原集会所
11:30～11:45 ホワイト急便神在坂店前 10:30～10:50 大谷八幡宮下

健 康 コラムコラム 毎年１回必ず受けよう結核検診！

８月結核レントゲン検診の日程
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境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

病
気
の
こ
と
で
、
１
人
で
悩
ん

だ
り
、
療
養
生
活
に
困
っ
た
り
し

て
い
ま
せ
ん
か
。

　

難
病
を
持
っ
て
い
る
人
、
家
族

や
支
援
者
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

日
時　
８
月
23
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
浜
田
保
健
所
多
目
的
室

料
金　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
医
事
・
難
病
支
援

課
（
☎
�
５
５
５
４
）

　

健
康
づ
く
り
と
福
祉
に
対
す
る

理
解
向
上
を
目
的
と
し
て
開
催
す

る
「
浜
田
市
健
康
福
祉
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
の
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー

ジ
で
、
演
技
な
ど
を
披
露
し
て
も

ら
え
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　
10
月
27
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～

場
所　
海
の
み
え
る
文
化
公
園

　

野
外
ス
テ
ー
ジ

演
技
時
間　
15
分
程
度
（
入
退
場

時
間
含
む
。）

応
募
資
格　
次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑴　

市
内
に
居
住
す
る
人
を
中
心

に
構
成
さ
れ
た
団
体
で
あ
る
こ

と
⑵　

健
康
づ
く
り
や
福
祉
活
動
を

理
解
す
る
団
体
で
あ
る
こ
と

⑶　

演
技
内
容
は
、
来
場
者
が
楽

し
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と

⑷　

政
治
・
宗
教
・
営
利
な
ど
を

目
的
と
し
て
い
な
い
団
体
で
あ

る
こ
と

募
集
団
体
数　
11
団
体
（
予
定
）

※　

予
定
数
を
超
え
る
応
募
が

あ
っ
た
場
合
は
、
選
定
委
員
会

で
協
議
の
上
、
参
加
団
体
を
決

定
し
ま
す
。

応
募
締
切
日　
８
月
30
日
㈮
必
着

応
募
方
法　
ス
テ
ー
ジ
参
加
申
込

書
（
本
庁
地
域
福
祉
課
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
の
際
に
は
、
ス
テ
ー
ジ

内
容
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
福
祉
課
内　

浜
田
市

健
康
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
３
０
０
）

　

在
日
外
国
人
高
齢
者
で
、
国
籍

が
欠
格
事
由
と
な
っ
て
公
的
年
金

を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

態
に
あ
る
人
に
対
し
、
給
付
金
を

支
給
し
ま
す
。

対
象　
大
正
15
年
４
月
１
日
以
前

に
出
生
し
た
浜
田
市
在
住
の
在

日
外
国
人
高
齢
者

支
給
金
額

　

月
額
２
０
、
０
０
０
円

申
請
方
法　
申
請
書
（
本
庁
高
齢

障
が
い
課
及
び
各
支
所
市
民
福

祉
課
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課
高
齢
者
福

祉
係
（
☎
�
９
３
２
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

７
月
ま
で
普
通
徴
収
（
納
付
書

や
口
座
振
替
）
で
介
護
保
険
料
を

納
め
て
い
た
人
の
う
ち
、
今
年
２

月
１
日
現
在
で
年
金
受
給
権
が
発

生
し
た
人
に
つ
い
て
は
、
８
月
に

支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
納
付
方
法

が
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引

き
）
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
を
担
保
に
借
入

れ
を
し
て
い
る
人
や
、
現
況
届
の

出
し
忘
れ
・
出
し
遅
れ
が
あ
っ
た

人
は
、
特
別
徴
収
に
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

引
き
続
き
納
付
書
や
口
座
振
替
で

の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
で
介
護
保
険

料
を
納
付
し
て
い
た
人
が
特
別
徴

収
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
口
座
振

替
は
自
動
的
に
止
ま
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
資
格
賦
課
係

（
☎
�
１
５
２
０
）

所
得
状
況
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
　

該
当
す
る
人
に
は
、
市
か
ら
個

別
に
案
内
し
ま
す
の
で
、
期
間
内

に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
期
間

　

８
月
12
日
㈪
～
９
月
10
日
㈫

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
及
び
特
別

障
害
者
手
当
な
ど
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
受
給
資
格
な
ど
の
状
況

を
届
出
て
翌
年
７
月
ま
で
の
手
当

の
支
給
の
要
否
を
認
定
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
届
出
を
し
な
い
と
、
受
給

資
格
が
あ
っ
て
も
引
き
続
き
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
転
居
な
ど
支
給
要
件
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
忘
れ
ず

に
14
日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

※　

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

者
で
、
対
象
児
童
が
養
護
学
校

や
ろ
う
学
校
の
寄
宿
舎
に
入
寮

し
て
い
る
場
合
は
、「
別
居
看

護
事
実
に
つ
い
て
の
確
認
願
書
」

に
、
学
校
又
は
居
住
し
て
い
る

地
域
の
民
生
委
員
に
証
明
を
受

け
、
ほ
か
の
添
付
書
類
と
併
せ

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課
障
が
い
福

祉
係
（
☎
�
９
３
２
２
）

難
病
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す

健
康
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
出
演
団

体
を
募
集
し
ま
す

特
別
児
童
扶
養
手
当
及
び

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の

受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

在
日
外
国
人
高
齢
者
に

給
付
金
を
支
給
し
ま
す

保
険
・
医
療
・
年
金

８
月
か
ら
介
護
保
険
料
の
納
付

方
法
が
変
わ
る
人
が
い
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
に
は
、
８
月
１
日
か
ら

使
う
高
齢
受
給
者
証
を
７
月
中
旬

に
世
帯
主
あ
て
に
送
付
し
て
い
ま

す
。
お
手
元
に
届
い
て
い
る
か
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

「
高
齢
受
給
者
証
」
と
は
？

　

70
歳
に
な
る
と
、
病
院
に
行
く

と
き
の
自
己
負
担
割
合
な
ど
が
変

わ
り
ま
す
。
こ
の
変
更
は
70
歳
の

誕
生
日
の
翌
月
（
１
日
が
誕
生
日

の
人
は
そ
の
月
）
か
ら
で
、
所
得

に
応
じ
て
自
己
負
担
割
合
【
２
割 

（
た
だ
し
、
平
成
26
年
３
月
31
日

ま
で
は
１
割
）】
又
は
【
３
割
】

の
い
ず
れ
か
が
記
載
さ
れ
た
「
高

齢
受
給
者
証
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
加
入

者
に
は
、
各
健
康
保
険
者
か
ら
交

付
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
は
、
自
己
負
担

割
合
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。
病

院
な
ど
の
窓
口
で
保
険
証
と
と
も

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
証
の
よ
う
に
有
効

期
限
が
あ
る
の
？

　

今
回
送
付
し
た
高
齢
受
給
者
証

は
、
８
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３

月
31
日
ま
で
を
有
効
期
限
と
し
て

い
ま
す
（
期
間
内
に
75
歳
に
な
り

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
医
療
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
人
は
、
誕
生

日
の
前
日
ま
で
）。

　

高
齢
受
給
者
の
自
己
負
担
割
合

は
、
前
年
の
所
得
に
よ
っ
て
変
わ

り
ま
す
の
で
、
所
得
判
定
に
よ
り

自
己
負
担
割
合
の
決
定
し
た
高
齢

受
給
者
証
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
ほ

か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合

や
、
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
と
き
に
は
、
高
齢
受
給
者

証
は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
、
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
19
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分

場
所

　

石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

演
題　
あ
ー
よ
か
っ
た
な　

あ
な

た
が
い
て

　

～
つ
な
が
り
と
感
動
～

講
師　
仲な

か

島じ
ま

正ま
さ

教の
り

さ
ん
（
教
育
サ

ポ
ー
タ
ー
）

対
象　
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

弥
栄

日
時　
８
月
15
日
㈭

　

午
前
10
時
～

場
所　
弥
栄
会
館

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
弥
栄
分
室

（
☎
�
２
１
２
１
）

三
隅

日
時　
８
月
14
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
～

場
所　
三
隅
中
央
会
館

問
い
合
わ
せ
先

三
隅
支
所
自
治
振
興
課

（
☎
�
２
８
０
１
）

※　

浜
田
・
金
城
・
旭
自
治
区

は
、
平
成
26
年
１
月
に
開
催
し

ま
す
。

　

該
当
す
る
人
に
は
、
８
月
中
旬

ま
で
に
更
新
案
内
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　
８
月
30
日
㈮

※　

10
月
末
ま
で
に
申
請
し
、
引

き
続
き
該
当
と
な
れ
ば
、
10
月

１
日
か
ら
有
効
の
証
を
交
付
し

ま
す
。
11
月
以
降
に
更
新
手
続

を
し
た
場
合
は
、
申
請
月
の
初

日
か
ら
有
効
の
証
を
交
付
し
ま

以
上
20
歳
未
満
）
す
る
学
生
に
つ

い
て
は
、次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

・
対
象
児
童
の
学
生
証
又
は
、
在

学
証
明
書
（
平
成
25
年
４
月
１

日
以
降
に
学
生
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
も
の
）

平
成
25
年
１
月
１
日
に
浜
田
市
に

住
所
が
な
い
人

・
平
成
25
年
度
所
得
課
税
証
明
書

※　

所
得
要
件
な
ど
で
、
非
該
当

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）

す
。

更
新
の
必
要
な
人

　

福
祉
医
療
受
給
対
象
者
で
、
有

効
期
限
が
平
成
25
年
９
月
30
日
ま

で
と
な
っ
て
い
る
人

更
新
に
必
要
な
も
の

①
福
祉
医
療
費
医
療
証（
資
格
証
）

更
新
申
請
書
（
対
象
者
へ
送
付

し
ま
す
。）

②
印
鑑

③
健
康
保
険
証
（
対
象
者
の
名
前

が
記
載
し
て
あ
る
も
の
）

④
福
祉
医
療
証
又
は
資
格
証
（
有

効
期
間
が
平
成
25
年
９
月
30
日

ま
で
の
も
の
）

⑤
対
象
者
の
該
当
事
由
に
よ
り
提

示
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
次

の
も
の

重
度
心
身
障
が
い
者

・
療
育
手
帳
（
Ａ
）
又
は
身
体
障

害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）

・
非
課
税
公
的
年
金
（
障
害
年

金
・
遺
族
年
金
な
ど
）
の
受
給

者
は
、
平
成
24
年
１
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
の
支
給
金
額
の
分

か
る
も
の
（
支
払
通
知
書
・
額

改
定
通
知
書
・
振
込
金
額
の
分

か
る
通
帳
の
コ
ピ
ー
な
ど
）

ひ
と
り
親
家
庭

　

高
等
学
校
な
ど
（
定
時
制
・
通

信
制
高
等
学
校
を
含
む
。）
に
在

学
し
て
い
る
児
童
の
う
ち
、
今
年

度
中
に
18
歳
に
到
達
（
又
は
18
歳

料
金　
無
料

※　

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

届
い
て
い
ま
す
か
？

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

福
祉
医
療
の
更
新
手
続
を

忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

人
権

ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す

浜
田
市
成
人
式
を

開
催
し
ま
す

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

対
象　
中
学
生
以
上
の
石
見
地
方

在
住
者
及
び
出
身
者

募集部門・出品料

書の部
第１部　前衛書
第２部　漢字・かな・近代詩文など
（中・高校生は、各部とも軸物可）

１人１点限り（部門ごとに）
１点1,500円(中・高校生500円)

絵画の部
油絵・日本画・水彩画・版画・素描・デザイン
第１部　高校生・大学生・一般
第２部　中学生

１人１点限り
１点1,500円(中・高校生500円)

写真の部 題材自由（デジタル可、ただし編集・加工した
ものは不可）

１人３点以内
１点1,500円(中・高校生500円)

自由作品の部 工芸・ちぎり絵・水墨画・彫刻・陶芸など １人１点限り
１点1,000円(中・高校生300円)

※　未発表の自己作品で、作品の裏などに展示用吊り紐のあるもの（ガラス入り額装不可）

応
募
方
法　
出
品
票
（
本
庁
文
化

振
興
課
・
金
城
・
旭
支
所
教
育

委
員
会
分
室
・
弥
栄
支
所
自
治

振
興
課
・
世
界
こ
ど
も
美
術
館
・

石
正
美
術
館
・
石
央
文
化
ホ
ー

ル
・
い
わ
み
ー
る
・
ラ
・
ペ
ア
ー

レ
浜
田
・
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
・

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
・
浜
田

郷
土
資
料
館
・
各
公
民
館
に
あ

り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
出
品
料
を
添
え
て
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先
・
期
間

○
市
役
所
本
庁
文
化
振
興
課

９
月
９
日
㈪
～
19
日
㈭　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

○
金
城
・
旭
支
所
教
育
委
員
会
分

室
・
弥
栄
支
所
自
治
振
興
課

９
月
９
日
㈪
～
13
日
㈮　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

○
石
正
美
術
館

９
月
９
日
㈪
～
13
日
㈮　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

○
世
界
こ
ど
も
美
術
館

９
月
20
日
㈮　

午
後
１
時
～
５

時９
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰　

午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時

作
品
の
搬
入
場
所
・
期
間

○
金
城
・
旭
支
所
教
育
委
員
会
分

室
・
弥
栄
支
所
自
治
振
興
課

９
月
９
日
㈪
～
13
日
㈮　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

○
石
正
美
術
館

９
月
９
日
㈪
～
13
日
㈮　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

○
世
界
こ
ど
も
美
術
館

９
月
20
日
㈮　

午
後
１
時
～
５

時９
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰　

午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時

展
示
期
間　
９
月
28
日
㈯
～
10
月

６
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～
午

後
５
時
（
10
月
６
日
㈰
は
午
後

３
時
ま
で
）

展
示
場
所　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

審
査　
出
品
さ
れ
た
作
品
は
審
査

の
上
、
特
に
優
れ
た
作
品
に
特

別
賞
各
賞
を
授
与
し
ま
す
。

表
彰
式　
９
月
29
日
㈰

　

午
前
10
時
～

　

世
界
こ
ど
も
美
術
館

作
品
搬
出
場
所
・
期
間

○
世
界
こ
ど
も
美
術
館

　

10
月
６
日
㈰

　

午
後
４
時
～
６
時

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
文
化
振
興
課
芸
術
文
化
振

興
係
（
☎
�
９
７
３
０
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会

（
☎
�
１
２
４
１
）

　

写
真
撮
影
の
基
本
を
学
び
、
魅

力
あ
る
作
品
を
制
作
し
ま
す
。
季

節
の
雰
囲
気
や
風
景
の
一
コ
マ
を

カ
メ
ラ
で
切
り
取
っ
て
も
ら
い
ま

す
。

対
象　
高
校
生
以
上

日
時

　

８
月
25
日
㈰
・
９
月
１
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

１
日
目　
８
月
25
日
㈰

講
義
（
カ
メ
ラ
の
取
扱
い
・
撮

影
の
ポ
イ
ン
ト
・
芸
術
作
品
と

は
、な
ど
）・
撮
影
（
浜
田
城
跡
）

２
日
目　
９
月
１
日
㈰

講
評
（
参
加
者
の
作
品
に
つ
い

て
）

※　

参
加
者
は
、
１
日
目
に
撮
影

し
た
写
真
を
３
枚
程
度
、
Ａ
４

版
に
プ
リ
ン
ト
し
、
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

カ
メ
ラ
（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

可
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　
30
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
８
月
23
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
文
化
振
興
課
芸
術
文
化
振

興
係
（
☎
�
９
７
３
０
）

王
さ
ん
の
中
国
サ
ロ
ン

　

中
国
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
、

国
際
交
流
員
が
ゲ
ー
ム
や
ス
ラ
イ

ド
で
楽
し
く
話
し
ま
す
。
夏
休
み

の
思
い
出
を
ひ
と
つ
増
や
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
象　
小
学
生

日
時　
８
月
23
日
㈮

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

参
加
費　
無
料

申
込
締
切
日　
８
月
19
日
㈪

浜
田
市
美
術
展
一
般

公
募
展
作
品
を
募
集
し
ま
す

み
ん
な
で
国
際
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

写
真
教
室
を
開
催
し
ま
す
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　６月30日㈰、「泥おとし」が美川公民館西分館（田橋町）で
開催されました。この催しは、田橋・横山町の人たちに田植え
あとの疲れをとってもらうために、美川西自治会が毎年開催し
ているもので、今年は約100人の住民が参加しました。
　当日は天候にも恵まれ、訪れた人たちは、健康チェックやグ
ランドゴルフを行ったあと講堂に入り、浜田警察署の「警‐１
劇団」を招いて、振り込め詐欺を題材にした寸劇を見ました。
　参加した人は、「毎年この泥おとしを楽しみにしている」「振
り込め詐欺の寸劇はとても楽しかった」と話していました。

会場は楽しい雰囲気でも、勝負は真剣です

真剣な表情で練習する児童たち

振り込め詐欺の手口について勉強しました

　７月７日㈰、「カローリング大会」が浜田東中学校体育館で
開催されました。この大会は国府公民館の主催で、小学生から
高齢者まで12チームが参加しました。
　カローリングとは、室内でカーリングができるように考案さ
れたスポーツで、１チーム３人で相手チームと交互にジェット
ローラーを投球してポイントを競います。
　参加者は、「ジェットローラーが思いどおりに投球できない
から難しい」「なかなか頭を使うから疲れる」「友だちと一緒に
できて楽しい」と競技を楽しんでいました。

　ふるさと学習の一環で郷土芸能である田ばやしの練習に、今
福小学校の５・６年生の17人が励んでいます。
　田ばやしの意味や唄の内容、田ばやしが盛大に行われていた
頃の様子など、今福地区内の３つの田ばやし保存会の皆さんに
よる熱心な指導に、児童たちは真剣にメモを取っていました。
　その後、児童は保存会の皆さんと一緒に、大きな動きで力強
く太鼓を叩き、澄んだ太鼓の音が体育館に響きわたっていまし
た。
　練習の成果は、11月の学習発表会で披露する予定です。

いろいろな夏バテ対策に興味津々です

　６月25日㈫、「みんくるカフェ」が周布公民館で開催されま
した。これは交流やつながりをつくるカフェ型トークで、お茶
を飲みながら気軽に対話を楽しもうというものです。

参加者は「暑い夏を乗りきりるための秘訣」などのテーマに
ついて、「昼寝をする」「自宅では裸で過ごす」「梅酒を飲む」など、
自由に意見を交換し合い、交流を深めました。

当日は市の宮本雄一医療専門監を講師に迎えて、熱中症予防
や対処法についての講演もあり、参加者は「今年の夏は快適に
過ごせそうだ」と話していました。

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

はまだ泥おとしで、ほっと一息
～ 美川西自治会 泥おとし ～

かなぎ次世代へ郷土芸能伝承
～ 今福小5・6年生“田ばやし”に挑戦 ～

はまだ小学生チームが優勝
～ 国府公民館 カローリング大会 ～

対話を楽しんで夏を乗りきる
～ みんくるカフェ in周布公民館 ～

はまだ
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はまだ

公開討論会では６人のパネラーが発表しました

６月23日㈰、農地・水・環境保全向上対策の学習会「ルーラ
ル・ミーティングｉｎ浜田」が旭センターで開催され、県内から
約250人の関係者が集まりました。

当日は、「しまねの原風景「棚田」を未来へ」をテーマに、第８
回美の里づくりコンクール受賞地区の、旭町都川地区と三隅町
室谷地区の棚田保全活動の事例発表や、女優で同コンクール審
査員の浜

は ま

美
み

枝
え

さんの講演、公開討論会が行われました。
公開討論会で浜美枝さんは「自然を守る姿に感動を覚える。

ふるさとの原風景を守るのは使命」と発表されました。

６月16日㈰、｢第２回浜田市まちづくりフォーラム｣ が弥栄
会館で開催されました。

講師の島根県中山間地域研究センター統括監藤山浩
こ う

さんか
ら、｢地元の合わせ技で元気づくり｣ と題し、中山間地で生活
するための知恵や可能性、先進地や市内での活動事例について
の講演がありました。

その後、参加者はグループに分かれて、地域が活性化するた
めの活動について話し合い、発表をしました。これからの皆さ
んの活躍が期待されます。

　６月18日㈫、雲城地区放課後児童クラブの子どもたちが梅の
収穫体験を行いました。この体験は、食育の推進、地域の産物
に関心を深めてもらうために雲城公民館と市食生活改善推進協
議会金城支部の皆さんが毎年行っているものです。

当日は、27人の子どもが参加し、自分の背丈より高いところ
の梅の実を、精一杯手を伸ばしてたくさん収穫しました。翌日
は、収穫した梅を使ったシロップ作りを行いました。参加した
子どもたちは１か月後にできあがる梅のシロップを楽しみにし
ていました。

６月23日㈰、三隅自治区「人権を考える集い」が岡見小学校
体育館で開催されました。この集いは、人権・同和問題につい
て考える機会をもってもらうことで、差別や偏見のない明るい
社会を築くことを目的に開催されたもので、今年で24回目とな
りました。

当日は、三味線奏者の長谷川一義さんを講師に迎え、「津軽
三味線と人権のかかわり」と題した講演と津軽三味線の演奏が
行われました。会場内には人権標語も展示され、約150人の参
加者は人権について学ぶ良い機会となりました。

高いところに実った梅、届くかなー？

三味線を弾く長谷川さん

地元を想い、考える参加者

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

あさひ美しい郷土を守る
～ ルーラル・ミーティングｉｎしまね ～

地域の産物で食育推進
～ 梅の収穫体験 ～

集落や組織、分野をつないで問題解決
～ 第２回浜田市まちづくりフォーラム ～

みすみ差別や偏見のない明るい社会を！
～ 三隅自治区「人権を考える集い」 ～

やさか

かなぎ
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　６月８日㈯、「乳がん予防講演会」がみどりかいかんで開催
されました。これは、雲城まちづくり委員会が「しあわせまち
づくり」の事業として実施したものです。

４月に浜田医療センターに新設された乳腺科の吉川和明部長
は、「乳がん予防のためにともかく動こう！」と題した講演の
中で、「日頃から自己検診を行うこと」「気になるようであれば、
迷わず受診すること」と検診の大切さを話しました。

講演後、参加者は乳房の模型で、しこりの感触を確認し、自
己検診法について学びました。

　６月９日㈰、ひまわりの植栽活動が三隅町岡崎地区でありま
した。これは、休耕田を利用して夏の花「ひまわり」を咲かせ、
地域を明るく彩ろうと、観光協会三隅支部が企画し、三隅小学
校４年生と保護者を中心にこの輪は広がり、岡崎集落の皆さん
や公民館の協力を得て行ったものです。

当日は、約120人の参加があり、あらかじめ育てた2,500個の
ポット苗を約2,000㎡の休耕田に植え替えました。

夏には畑いっぱいに咲いた大輪のひまわりが、地域を明るく
彩ることでしょう。

　６月14日㈮、ほたる鑑賞が茶
ち ゃ

臼
う す

橋
ば し

から道
ど う

猿
え ん

坊
ぼ う

公園にかけて行
われました。
　これは杵束公民館が開催したもので、今年で６回目となりま
した。当日は、子どもから大人まで44人が参加し、飛び交うほ
たるに夢中になっていました。ほたるを捕まえた子どもたちは、
間近で光るほたるに大興奮でした。
　今後も開催していき、弥栄ならではの景色を子どもたちに伝
えていきます。

きれいなほたるに釘付けの参加者

乳房の模型でしこりを確認する参加者

　６月８日㈯、９日㈰、神楽と食のイベント「石見のまんなか
神楽市」が地域交流プラザまんてん周辺で行われ、両日で約4,
500人の来場者でにぎわいました。

このイベントは、観光協会旭支部と石央商工会青年部が開催
し、市内外の神楽社中７団体が16演目を披露、多くの屋台も並
び、会場を盛り上げました。
　９日には、商工会の各団体が地元の食材を使った料理を出展
し人気投票を行う「Ｓ（商工会）－１グランプリ」が開催され、
来場者は各ブース自慢の料理に舌鼓を打っていました。多くの来場者でにぎわう会場の様子

ひまわりを植える参加者

まちのわだい ♥Town Topics

夏をひまわりで彩ろう！
～ 花の郷・みすみ♪プロジェクト ～

やさか暗闇にゆれる無数の光
～ ほたる鑑賞 ～

あさひ

みすみ

かなぎ乳がん早期発見のために
～ 乳がん予防講演会 ～

神楽を通し地元食材をPR
～ 石見のまんなか神楽市 ～
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今
回
、
宮
城
県
の
南
三
陸
町
に
車

中
泊
も
含
め
５
日
間
行
っ
て
き
ま
し

た
。現

地
で
の
作
業
は
、
主
に
が
れ
き

撤
去
や
農
業
支
援
で
、
家
財
を
ま
と

め
た
り
、
土
の
中
か
ら
ガ
ラ
ス
の
破

片
や
石
を
取
り
除
い
た
り
す
る
作
業

を
し
ま
し
た
。
初
め
て
現
地
に
赴
い

た
学
生
も
、
何
度
か
経
験
の
あ
る
学

生
も
皆
、「
何
か
役
に
立
ち
た
い
」、

「
忘
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
伝

え
た
い
」
と
精
一
杯
向
き
合
い
、
多

く
の
こ
と
を
学
ん
で
帰
っ
た
５
日
間

だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

震
災
か
ら
約
２
年
が
経
っ
た
今
で

も
、
復
興
に
は
ほ
ど
遠
い
と
い
う
の

が
現
状
で
す
。
し
か
し
そ
れ
と
同
時

に
、
少
し
ず
つ
前
に
進
ん
で
い
る
こ

と
も
確
か
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
力

は
本
当
に
微
力
な
も
の
で
す
が
、
そ

れ
が
集
ま
れ
ば
い
つ
し
か
大
き
な
一

歩
が
踏
み
出
せ
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。

ま
た
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

あ
の
出
来
事
を
決
し
て
忘
れ
ず
、
自

分
の
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
く
こ

と
が
と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い
た

だ
い
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

県
立
大
学
で
開
講
す
る
科
目
の
う

ち
、
政
治
学
、
経
済
学
、
法
律
学
な

ど
多
く
の
科
目
を
社
会
人
の
皆
さ
ん

に
も
広
く
開
放
し
ま
す
。
パ
ー
ト
タ

イ
ム
で
学
習
で
き
ま
す
。

　
「
授
業
体
験
」
や
「
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
ン
チ
交
流
会
」
を
は
じ
め
、
在
学

生
が
学
内
を
案
内
す
る
「
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
」
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
保
護
者
向
け
説
明
会
」

や
「
進
学
相
談
・
学
生
生
活
相
談
会
」

も
開
催
し
ま
す
。

　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
９
月
14
日
㈯

問
い
合
わ
せ
先

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
室

（
☎
�
２
２
０
３
）

こ
の
４
月
か
ら
島
根
県
立
大
学
に

赴
任
し
ま
し
た
三
浦
邦
彦
と
申
し
ま

す
。
専
門
は
英
語
教
育
、
英
語
学

（
コ
ー
パ
ス
言
語
学
）
で
す
。
英
語

科
目
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

か
ら
と
て
も
親
切
に
し
て
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
学
生
の
皆
さ
ん

が
さ
わ
や
か
な
挨
拶
を
し
て
く
れ
る

の
で
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

弥
栄
町
の
春
祭
り
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

素
晴
ら
し
い
環
境
に
あ
る
浜
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
学
生
の
皆
さ
ん
と

学
ん
で
い
け
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

教
授　
三
浦
邦
彦

　

韓
国
・
蔚
山
大
学
校
の
学
生
20
人

（
男
性
５
人
・
女
性
15
人
）
が
６
月

20
日
か
ら
７
月
22
日
ま
で
、
本
学
で

日
本
語
・
日
本
文
化
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　

蔚
山
大
学
校
は
朝
鮮
半
島
東
南
端

に
位
置
す
る
工
業
・
港
湾
の
都
市
、

蔚
山
広
域
市
に
あ
る
総
合
大
学
で
す
。

　

県
立
大
と
は
２
０
０
１
年
に
交
流

協
定
を
結
び
、
以
来
、
日
本
語
学
科

の
３
年
生
が
毎
年
本
学
を
訪
れ
ま
す
。

　

日
本
語
授
業
で
は
、
学
生
有
志
に

よ
る
一
対
一
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て

実
践
的
な
日
本
語
を
学
び
、
日
本
文

化
授
業
で
は
石
見
神
楽
な
ど
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
本
年
度
は
ゼ
ミ
に

参
加
し
、
経
済
学
の
視
点
か
ら
地
域

と
世
界
を
考
え
る
と
い
う
日
本
語
＋

α
の
学
び
も
あ
り
ま
し
た
。

　

閉
講
式
に
先
だ
っ
て
行
わ
れ
た
成

果
発
表
会
で
は
、
約
１
か
月
に
わ
た

り
日
本
の
学
生
と
グ
ル
ー
プ
で
現
地

調
査
や
議
論
を
行
う
こ
と
で
、
習
得

し
た
日
本
語
に
大
き
な
成
果
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
期
間
中
は
、
松
江

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
研
修
、
学
生
サ
ー

ク
ル
と
の
交
流
や
留
学
生
寮
に
住
む

学
生
と
の
交
流
会
の
ほ
か
、
市
内
の

韓
国
語
教
室
の
訪
問
や
ホ
ー
ム
ス
テ

あ
な
た
も
大
学
生
と
共
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
開
講
科
目
な
ど
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

８
月
16
日
㈮
～
８
月
23
日
㈮

受
講
期
間　

10
月
～
平
成
26
年
２
月

問
い
合
わ
せ
先

　

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
室

（
☎
�
２
２
０
３
）

イ
、
小
学
生
と
の
交
流
会
な
ど
を
通

し
て
、
た
く
さ
ん
の
地
域
の
皆
さ
ん

に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

総
合
政
策
学
部
３
年　
　
土
江
美
来

出発式にて
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vol.118
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
ま
し
た

平
成
25
年
度
秋
学
期
聴
講

生
・
科
目
等
履
修
生
募
集

第
２
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
の
ご
案
内

新
任
教
員
メ
ッ
セ
ー
ジ
②

蔚う
る

山さ
ん

大
学
校

日
本
語
・
日
本
文
化
研
修
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今
回
の
展
覧
会
は
、
日
本
画
家
・

石
本
正
（
93
歳
）
の
作
品
の
中
か
ら

「
青
」
と
い
う
１
つ
の
色
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

何
か
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
自
由

に
描
き
続
け
て
い
る
石
本
に
と
っ

て
、
「
青
」
だ
け
が
特
別
な
色
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
彼
の
作
品
を
注
意
深
く

見
て
み
る
と
、
意
外
な
と
こ
ろ
に

「
青
」
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

本
展
で
は
、
作
品
に
使
わ
れ
た

「
青
」
か
ら
見
え
て
く
る
作
者
の
心

や
、
作
品
に
込
め
た
思
い
に
迫
り
ま

す
。
石
本
正
を
は
じ
め
と
す
る
12
人

の
画
家
が
、
そ
れ
ぞ
れ
生
み
出
し
て

き
た
世
界
の
魅
力
を
ご
堪
能
く
だ
さ

い
。

会
期　
９
月
29
日
㈰
ま
で

料
金

　

一
般　

６
０
０
円
（
５
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

　三隅町は、何度もの災害から立ち上がり現在があります。復興、
再建に尽力された先人への感謝の気持ちと、慰霊と再生、未来へ
の希望を込めて精霊流しを行います。
日時　８月15日㈭　午後６時30分～
場所　新川橋下から千本橋河川敷特設会場（三隅町古市場）
料金　５００円（材料費）
※　８月10日㈯に灯篭の絵付けをするワークショップを行います。

　《本館・新館展示室》
企画展「青の世界」
　　９月29日㈰まで

《ギャラリー展示》
昭和58年災害から30年「忘れまい
豪雨災害」

８月２日㈮まで
田中昭則写真集発刊記念展「外界
のカケラ」

８月３日㈯～16日㈮
碧い石見の芸術祭2013「全国美術
大学奨学日本画展2013」

８月20日㈫～９月16日㈷

 《イベント情報》
田中昭則写真を語る会

８月３日㈯　午後２時～３時
ワークショップ精霊流し「灯籠を
つくろう」

８月10日㈯　午後１時～３時
夏休み子ども木工教室

８月17日㈯　午後１時～４時

休館日のお知らせ
月曜日（祝日の場合は開館、翌
日休館）

　本展覧会は、全国の美術大学に推薦を依頼し、出品された作品
を展示する日本画展です。石本正が貫き通してきた作画姿勢と、
日本画を志す若い才能に託してきた思いを継承し、画家のふるさ
と三隅町から新たな息吹を発信します。　　
会期　８月20日㈫～９月16日㈷
場所　石正美術館ギャラリー・三隅中央会館多目的ホール
料金　一般１，０００円・団体８００円・高校生以下無料・前売

券８００円
※　石正美術館企画展「青の世界」も鑑賞できる共通観覧券です。

川端健生「夏の小僧」1986年

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

企
画
展
の
お
知
ら
せ

◎三隅川精霊流し

◎碧い石見の芸術祭２０１３
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浅野耕平「Garden」

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に
、
廃
品
打

楽
器
奏
者
の
山
口
と
も
さ
ん
が
登
場

す
る
よ
！
そ
の
ほ
か
石
見
神
楽
の
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
創
作
屋

台
、
フ
ー
ド
屋
台
な
ど
ア
ー
ト
な
１

日
を
体
験
し
よ
う
！

日
時　
８
月
11
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
５
時

８
月
は
無
休
で
す

廃品打楽器演奏

　

世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、現
在
、

体
験
型
の
現
代
美
術
展
「
遊
美
展
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

本
展
に
は
、
鉄
や
木
・
布
・
画
用

紙
・
紙
コ
ッ
プ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

素
材
を
使
用
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品

が
登
場
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
人
気
と
な
っ
て
い
る
の

は
、「
影
の
住
人
と
話
が
で
き
る
作

品
」「
息
を
吹
き
か
け
る
と
星
が
散

る
作
品
」
な
ど
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

使
っ
た
体
験
型
の
作
品
群
で
す
。

■
お
盆
ス
ペ
シ
ャ
ル
創
作
活
動

《
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
》

　

蛍
光
ク
レ
ヨ
ン
と
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ

ト
で
不
思
議
な
ボ
ッ
ク
ス
を
作
る
よ
。

◎
８
月
12
日
㈪
～
15
日
㈭

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
コ
リ
ン
ト
ゲ
ー
ム
》

　

板
に
と
ん
か
ち
で
釘
を
打
っ
て
作

品
を
作
る
よ
。
ビ
ー
玉
を
転
が
し
て

遊
ぼ
う
。

◎
８
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰

参
加
費　
１
人
３
５
０
円

《
ス
タ
ン
プ
バ
ッ
ク
》

綿
生
地
バ
ッ
ク
に
ス
タ
ン
プ
を
押

し
て
、
す
て
き
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
イ

バ
ッ
ク
を
作
ろ
う
。

◎
８
月
10
日
㈯

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
貝
が
ら
の
リ
ー
ス
》

貝
が
ら
や
シ
ー
グ
ラ
ス
を
使
っ
て

夏
ら
し
い
リ
ー
ス
を
作
ろ
う
。

◎
８
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

講
師　
梶
目
喜
美
江
さ
ん

定
員　
各
日
先
着
40
人

《
木
で
つ
く
ろ
う
》

の
こ
ぎ
り
や
と
ん
か
ち
を
使
っ
て
、

木
片
を
組
み
合
わ
せ
て
作
品
作
り
に

挑
戦
し
よ
う
。

◎
８
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
ヨ
ー
グ
ル
ト
シ
ェ
イ
ク
》

　

凍
ら
せ
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
振
っ
て
、

ジ
ュ
ー
ス
を
作
る
よ
。

◎
８
月
31
日
㈯
・
９
月
１
日
㈰

参
加
費　
１
人
１
５
０
円

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受

付
は
、
当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時

30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

浅
野
耕
平
さ
ん
の
「G

arden

」

は
、
花
壇
の
中
に
敷
き
詰
め
ら
れ
た

紙
吹
雪
を
舞
い
あ
げ
る
と
、
若
葉
が

芽
生
え
、
や
が
て
花
が
咲
き
、
花
壇

が
色
と
り
ど
り
の
花
に
埋
め
尽
く
さ

れ
て
い
く
と
い
う
す
て
き
な
作
品
で

す
。浅

野
さ
ん
を
は
じ
め
、
東
京
工
芸

大
学
芸
術
学
部
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ

ア
ー
ト
研
究
室
の
皆
さ
ん
に
よ
る
メ

デ
ィ
ア
作
品
は
大
人
気
で
す
。

夏
休
み
は
、
世
界
こ
ど
も
美
術
館

で
、
体
験
型
ア
ー
ト
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

会
期　
９
月
23
日
㈷
ま
で

観
覧
料

一
般　

５
０
０
円
（
４
０
０
円
）

高
大
生
３
０
０
円
（
２
０
０
円
）

小
中
生
２
０
０
円
（
１
０
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.200

有

料

広

告

８
月
の
イ
ベ
ン
ト

こ
ど
も
美
術
館
ま
つ
り

２
０
１
３

大
好
評
！「
遊あ

そ

美び

展
」
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小
・
中
学
生
で
競
う
囲
碁
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
毎
年
、
市
内
外
か
ら

も
参
加
者
が
あ
り
ま
す
。
腕
試
し
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
８
月
18
日
㈰

受
付　
午
前
９
時
30
分
～

開
会
式　
午
前
10
時
～

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室

料　
１
、
０
０
０
円（
弁
当
代
含
む
）

※　

参
加
料
の
み
は
、
６
０
０
円
に

な
り
ま
す
。

申
込
締
切
日　
８
月
２
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
本
庁
生
涯

学
習
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
直
接
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
本
庁
生
涯
学
習
課
（
☎
�

９
７
２
０
・
▢ＦＡＸ
�
５
０
９
０
）

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
職
域

チ
ー
ム
・
代
表
者
が
浜
田
市
民
の

同
好
会
チ
ー
ム

日　
８
月
18
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場　
旭
運
動
公
園
野
球
場

料　
７
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
８
月
６
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

申
・
問　
野
球
連
盟
旭
支
部
事
務
局

官
澤
真
雄
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
４

　

５
７
６
‐
８
５
６
９
）

日　
８
月
24
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
畳
ヶ
浦
入
口
付
近

清
掃
場
所　
畳
ヶ
浦
一
帯

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

　

４
４
‐
９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

浜
田
市
野
球
場
を
主
会
場
に
、
８

月
25
日
㈰
か
ら
10
月
14
日
㈷
ま
で
行

い
ま
す
。

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
職
域

チ
ー
ム
・
代
表
者
が
浜
田
市
民
の

同
好
会
チ
ー
ム
（
学
生
は
、
中
学

校
３
年
生
以
上
で
３
人
ま
で
）

料　
１
５
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
８
月
13
日
㈫
（
日
曜

日
を
除
く
）

申
込
方
法　
申
込
先
で
直
接
受
付
を

し
て
く
だ
さ
い
。

申　
浜
田
製
菓
㈲
（
朝
日
町
）

中
村
利
男
さ
ん
（
☎
�
０
９
２
３
）

問　
野
球
連
盟
事
務
局　

上
野
英
二

さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
３
８
８
０
‐

４
０
６
２
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
体

力
の
増
進
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
交
通
安
全
運

動
の
実
施
に
合
わ
せ
て
、
交
通
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

日　
９
月
26
日
㈭
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
～
正
午

場　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド

種
目　
男
子
の
部
・
女
子
の
部

料　
無
料

申
込
締
切
日　
８
月
31
日
㈯

申
込
方
法　
申
込
書
（
石
見
海
浜
公

園
予
約
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
又
は
郵
送
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
ボ
ー
ル
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
（
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ボ
ー

ル
は
、
公
園
で
貸
出
し
も
で
き
ま

す
）。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
【
〒
６
９
７
‐
０
０
０
３　

国
分
町
１
６
４
４
‐
１
（
☎
�
２

　

２
３
１
）】

http://w
w

w
.kkisp.jp/

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

まちかど
伝言板

募
　

集

浜
田
市
教
育
長
杯

子
ど
も
囲
碁
大
会
参
加
者

旭
自
治
区
長
杯
野
球
大
会

　
　
　
　
　
参
加
チ
ー
ム

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

浜
田
市
長
旗
争
奪

野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム

み
ん
な
で
交
通
安
全

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者

有

料

広

告
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有

料

広

告

浜
田
商
工
会
議
所
で
は
、「
浜
田

の
石
見
神
楽
」
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
に
、「
浜
田
の
石

見
神
楽
検
定
試
験
」を
実
施
し
ま
す
。

日　
10
月
26
日
㈯

受
付　
午
後
２
時
～

試
験　
午
後
２
時
40
分
～
（
90
分
）

場　
浜
田
合
同
庁
舎
２
階
大
会
議
室

試
験
内
容　
浜
田
の
石
見
神
楽
に
つ

い
て
の
基
本
的
な
事
項

※　

主
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
浜
田
の

石
見
神
楽
」
か
ら
出
題
し
ま
す
。

※　

選
択
方
式
、
○
×
方
式
、
部
分

記
入
方
式
で
１
０
０
問
以
内
で
す
。

※　

正
答
率
70
％
以
上
で
合
格
と
な

り
ま
す
。

料　
大
人　
　
　
　

２
、
０
０
０
円

高
校
生
以
下　

１
、
０
０
０
円

申
込
期
間

８
月
５
日
㈪
～
９
月
20
日
㈮

申
込
方
法　
受
験
申
込
書
（
浜
田
商

工
会
議
所
に
あ
り
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
又
は

現
金
書
留
で
、
受
験
料
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
験
票
発
送
日　
10
月
上
旬

※　

10
月
15
日
㈫
ま
で
に
受
験
票
が

届
か
な
い
場
合
は
、
事
務
局
へ
必

ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

受
験
票
・
筆
記
用
具
・
身
分
証

明
書
（
顔
写
真
付
）
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

テ
キ
ス
ト　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
浜
田

の
石
見
神
楽
」（
検
定
試
験
対
応
）

定
価　
１
、
８
９
０
円
（
税
込
）

申
・
問　
浜
田
商
工
会
議
所
総
務
課

【
〒
６
９
７
‐
０
０
２
７
殿
町
１

２
４
‐
２
（
☎
�
３
０
２
５
）】

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日　
８
月
21
日
㈬

午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て

講
師　
竹
元
千
恵
さ
ん
（
浜
田
医
療

セ
ン
タ
ー
認
定
看
護
師
）

寺
戸
純
子
さ
ん
（
浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
認
定
看
護
師
）

問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
が
ん
相
談

　

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
７
０
９
６
）

大
人
か
ら
幼
児
ま
で
、
誰
で
も
自

由
に
参
加
で
き
ま
す
。
夏
の
１
日
を

じ
っ
く
り
と
毛
筆
書
道
に
取
り
組
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
も
行
い
ま
す
。

日　
８
月
24
日
㈯

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場　
松
原
小
学
校

料　
一
般　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

中
学
生
・
高
校
生　

５
０
０
円

小
学
生
・
保
育
（
幼
稚
）
園
児

３
０
０
円

問　
浜
田
市
習
字
教
室
連
盟　

山
崎

重
子
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
９
５
０

　

５
‐
９
５
４
７
）

浜
田
商
工
会
議
所
で
は
、「
浜
田

の
石
見
神
楽
」
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
に
、
石
見
神
楽
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

浜
田
の
石
見
神
楽
を
楽
し
く
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
か
ら
見
る
石

見
神
楽
を
、
よ
り
一
層
楽
し
く
鑑
賞

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

日　
８
月
31
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場　
浜
田
合
同
庁
舎
２
階
大
会
議
室

①
演
題　
浜
田
の
石
見
神
楽
の
特
徴
、

演
目
、
採
り
物
に
つ
い
て

講
師　
日
高
均
さ
ん
（
西
村
神
楽

社
中
代
表
）（
予
定
）

②
演
題　
石
見
神
楽
面
の
技
法
と
そ

の
歩
み
に
つ
い
て

講
師　
柿
田
勝
郎
さ
ん
（
柿
田
勝

郎
面
工
房
代
表
）（
予
定
）

③
講
師
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

定　
先
着
80
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
８
月
26
日
㈪

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
浜
田
商
工

会
議
所
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
商
工
会
議
所
総
務
課

（
☎
�
３
０
２
５
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

資
格
・
試
験

教
室
・
講
座

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
公
開
講
座

～
知
れ
ば
倍
増
！
神
楽
の
魅
力
～

浜
田
の
石
見
神
楽
講
習
会

夏
季
書
道
講
習
会

浜
田
の
石
見
神
楽
検
定
試
験
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マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
希
望
に
沿
っ
た

講
座
を
開
講
し
ま
す
。
あ
な
た
だ
け

の
講
座
で
、
パ
ソ
コ
ン
技
術
の
向
上

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
象　
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
身

体
障
が
い
の
あ
る
人
で
、
パ
ソ
コ

ン
の
技
術
向
上
を
目
指
す
人

※　

初
心
者
・
経
験
者
は
問
い
ま
せ

ん
。

日　
９
月
の
毎
週
木
曜
日（
計
４
回
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
社
会
福
祉
法
人
ぴ
ゅ
あ
交
流
ス

ペ
ー
ス

講
師　
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ

ン
タ
ー
登
録
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

定　
３
人

小
学
校
５
・
６
年
生
を
対
象
に
し

た
、
地
元
の
魚
を
使
っ
た
料
理
教
室

（
さ
か
な
の
が
っ
こ
う
）
を
開
催
し

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
で
新
メ
ニ
ュ
ー

を
考
案
し
、
Ｂ
Ｂ
大
鍋
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
販
売
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

さ
か
な
の
が
っ
こ
う

対
象　
小
学
校
５
・
６
年
生

料
理
教
室

で
き
る
だ
け
、
毎
回
参
加
で
き
る

人
を
募
集
し
ま
す
。

日　
９
月
28
日
㈯
・
10
月
５
日
㈯
・

19
日
㈯
・
26
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
１
時
（
予
定
）

場　
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー

定　
12
人
（
予
定
）

料　
１
回
５
０
０
円
（
食
材
費
・
傷

害
保
険
料
代
）

申
込
締
切
日　
９
月
２
日
㈪

　

午
後
５
時
ま
で

申
込
方
法　
メ
ー
ル
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

Ｂ
Ｂ
大
鍋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

準
備　
11
月
２
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
１
時
頃

当
日　
11
月
３
日
㈷

午
前
９
時
～
午
後
５
時
頃

説
明
会

対
象　
小
学
校
５
・
６
年
生
及
び
そ

の
保
護
者

日①
８
月
23
日
㈮　

午
後
７
時
～
８
時

②
８
月
24
日
㈯　

午
前
11
時
～
正
午

※　

①
又
は
②
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

場　
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー

主
催　
さ
か
な
の
が
っ
こ
う
実
行
委

員
会
（
島
根
県
立
大
学
内
）

申
・
問　
本
庁
産
業
政
策
課
産
業
企

画
係
（
☎
�
９
５
０
０
・
▢ＦＡＸ
�
４

　

０
４
０
）

Em
ail:sangyou@

city.ham
ada.

shim
ane.jp

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
必
要
な
仕
事
を

希
望
し
て
い
る
人
又
は
関
心
の
あ
る

人
に
、
働
く
き
っ
か
け
と
し
て
も
ら

う
た
め
の
講
習
で
す
。実
習
に
加
え
、

就
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
と
企
業
と
の
面

接
会
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象　
55
歳
以
上

講
習
期
間　
10
月
１
日
㈫
か
ら
11
日

㈮
ま
で
の
平
日
９
日
間

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
㈱
ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
浜
田
営

業
所

定　
12
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
９
月
17
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
浜
田
分
室

（
☎
�
４
６
８
０
）

清
掃
関
係
の
仕
事
を
希
望
し
て
い

る
人
又
は
関
心
の
あ
る
人
に
働
く

き
っ
か
け
と
し
て
も
ら
う
た
め
の
講

習
で
す
。
実
習
に
加
え
、
就
活
支
援

セ
ミ
ナ
ー
と
企
業
と
の
面
接
会
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象　
55
歳
以
上

手
話
は
初
心
者
で
も
学
べ
る
分
か

り
や
す
い
講
座
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基
本
の
挨
拶
・
自
分
の
名
前
・
趣
味

な
ど
、
日
常
生
活
に
役
立
つ
手
話
を

楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日　
９
月
９
日
㈪
か
ら
12
月
16
日
㈪

ま
で
の
毎
週
月
曜
日
（
全
11
回
）

午
後
３
時
30
分
～
４
時
30
分

※　

祝
日
は
休
講
し
ま
す
。

場　
浜
田
ろ
う
学
校

定　
先
着
25
人

料　
無
料

申
込
期
間　
８
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
ろ
う
学
校　

中
島
さ

　

ん
・
中
濃
さ
ん
（
☎
�
０
１
４
６

　

・
▢ＦＡＸ
�
２
０
６
３
）

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

料　
無
料

申
込
締
切
日　
８
月
16
日
㈮

申
込
方
法　

電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

※　

パ
ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
る
人

は
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
社
会
福
祉
法
人
ぴ
ゅ
あ　

勝
田
さ
ん
・
宮
家
さ
ん
（
☎
�
８

　

０
８
５
・
▢ＦＡＸ
�
４
７
４
０
）

Em
ail:spsz7nm

9@
cotton.ocn.

ne.jp

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

さ
か
な
の
が
っ
こ
う

シ
ニ
ア
の
た
め
の

ク
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　
　
　
養
成
講
習

浜
田
ろ
う
学
校
手
話
講
座

有

料

広

告

シ
ニ
ア
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
操
作
基
礎
講
習
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た
だ
の
石
こ
ろ
が
宝
に
見
え
る

「
石
塔
観
察
を
楽
し
も
う
」。
野
山

を
歩
く
の
が
う
れ
し
く
な
る
「
航
空

写
真
で
探
る
地
形
の
謎
」。
２
つ
の

学
習
会
を
行
い
ま
す
。

日　
８
月
11
日
㈰

午
前
９
時
～
正
午

場　
浜
田
公
民
館

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

３
７
）

は
が
き
や
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙
漉
き
、

植
物
染
料
に
よ
る
つ
け
染
め
体
験
、

和
紙
を
使
っ
た
も
の
づ
く
り
体
験
の

ほ
か
、８
月
15
日
㈭
に
行
わ
れ
る「
三

隅
川
精
霊
流
し
」
で
使
う
灯
篭
づ
く

り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日　
８
月
11
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
石
州
和
紙
会
館
工
房

料　
は
が
き
判
（
２
枚
）
２
５
０
円

Ａ
３
判　
　

（
１
枚
）
６
０
０
円

つ
け
染
め　

（
１
枚
）
５
０
０
円

精
霊
流
し
用
灯
篭

５
０
０
円
＋
装
飾
費
用

※　

入
館
は
無
料
で
、
申
込
み
は
い

り
ま
せ
ん
。

問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
１
７
０
）

採
用
計
画
の
あ
る
企
業
・
事
業
所

な
ど
と
の
就
職
面
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
浜
田
市
・
江
津
市
へ
の
就
職
を

希
望
す
る
人
は
、
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

対
象　
来
年
３
月
に
、
大
学
・
短
期

大
学
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学

校
・
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
と
そ

の
保
護
者
及
び
大
学
な
ど
を
卒
業

後
３
年
以
内
の
未
就
職
者
及
び

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者

※　

高
校
生
は
制
服
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

日　
８
月
11
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
い
わ
み
ー
る

○
直
前
セ
ミ
ナ
ー
『
自
分
の
持
ち
味

を
活い

か
し
た
！
就
「
勝
」
の
極
意
』

午
前
10
時
～
11
時
30
分

○
高
校
生
就
職
セ
ミ
ナ
ー

午
前
10
時
30
分
～
正
午

○
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー

午
後
０
時
30
分
～
１
時
30
分

○
個
別
就
職
面
談

午
後
１
時
30
分
～
４
時

問　
本
庁
産
業
政
策
課
内　

浜
田
・

江
津
地
区
雇
用
推
進
協
議
会

（
☎
�
９
５
０
１
）

石
見
神
楽
の
上
演
・
お
楽
し
み
抽

選
会
・
２
０
０
発
の
打
ち
上
げ
花
火
・

山
﨑
悌
史
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

今
年
も
お
盆
恒
例
の
「
弥
栄
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
迫
力
満
点
の
打
上
花
火
・
田
ば

や
し
・
踊
り
・
俵
投
げ
大
会
・
石
見

神
楽
・
今
福
優
と
石
見
の
風
に
よ
る

和
太
鼓
シ
ョ
ー
・
浜
田
Ｐ
Ｒ
大
使
、

山
﨑
悌
史
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
元

集
落
や
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
出
店
で
ま

つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

日　
８
月
15
日
㈭

午
後
３
時
30
分
～
８
時
20
分

場　
市
役
所
弥
栄
支
所
前
イ
ベ
ン
ト

広
場

※　

駐
車
場
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ

て
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
弥
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委

員
会
（
☎
�
２
１
１
２
）

講
習
期
間　
10
月
15
日
㈫
か
ら
25
日

㈮
ま
で
の
平
日
９
日
間

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根
（
江

津
市
）

定　
15
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
10
月
１
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
江
津
分
室

（
☎
０
８
５
５
�
１
６
１
６
）

ま
た
、
屋
台
な
ど
を
出
店
し
、
ま

つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

日　
８
月
14
日
㈬

午
後
５
時
～

場　
第
四
中
学
校
前
周
布
川
河
川
敷

問　
美
川
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
☎
�
３
６
５
７
）

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

第
１
３
６
回
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行

重
要
無
形
文
化
財
石
州
半
紙

　
　
　
　
　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

紙
漉す

き
・
つ
け
染
め
・

　
　
　
も
の
づ
く
り
体
験

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

（
浜
田
会
場
）

美
川
夏
ま
つ
り

弥
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

有

料

広

告

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト
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２
０
１
３
あ
さ
ひ
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ

ン
ス
ポ
ー
ツ
王
国
を
開
催
し
ま
す
。

雪
合
戦
夏
の
陣
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
・
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
・
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
・
３
oｎ
３
バ
ス

ケ
ッ
ト
を
行
い
ま
す
。

旭
太
鼓
の
披
露
や
、
バ
ザ
ー
も
あ

り
ま
す
。

日　
８
月
17
日
㈯　

午
前
９
時
～

場　
旭
運
動
公
園
内
運
動
施
設

問　
石
央
商
工
会
旭
支
所

（
☎
�
０
０
５
６
）

美
し
い
景
観
で
知
ら
れ
、
地
学
的

に
も
大
変
貴
重
な
国
の
天
然
記
念

物
・
石
見
畳
ヶ
浦
の
見
学
会
を
開
催

し
ま
す
。
盆
休
み
で
ふ
る
さ
と
浜
田

に
帰
省
し
た
人
や
、こ
の
機
会
に「
天

然
の
地
学
博
物
館
」
と
も
言
わ
れ
る

石
見
畳
ヶ
浦
に
つ
い
て
知
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日　
８
月
15
日
㈭
（
小
雨
決
行
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

集
合
場
所　
唐
鐘
漁
港
の
石
見
畳
ヶ

浦
ト
ン
ネ
ル
入
口
（
国
分
町
）

講
師　
桑
田
龍
三
さ
ん
（
畳
ヶ
浦
研

究
会
）

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
畳
ヶ
浦
研
究
会　

桑
田
龍
三
さ

ん
（
☎
０
９
０
‐
５
２
６
５
‐
０

　

７
６
６
）

子
ど
も
た
ち
の
創
作
活
動
を
奨
励

し
、「
生
命
を
尊
ぶ
心
」「
心
豊
か
な

人
間
形
成
」
を
目
的
と
し
て
開
催
し

ま
す
。

日　
８
月
23
日
㈮
～
25
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

表
彰
式

日　
８
月
24
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～

場　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

問　
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館　

加
藤
さ
ん

（
☎
�
１
９
４
３
）

子
ど
も
た
ち
が
よ
く
知
っ
て
い
る

デ
ィ
ズ
ニ
ー
音
楽
・
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
・

映
画
音
楽
を
お
届
け
し
ま
す
。
夏
休

み
の
ひ
と
と
き
を
、
親
子
で
名
曲
の

数
々
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

対
象　
小
学
生
～
一
般

日　
８
月
24
日
㈯

開
場　
午
後
１
時
30
分

開
演　
午
後
２
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル　

ホ
ワ
イ
エ

出
演
者　

D
uo

・
ア
フ
ェ
ッ
テ
ィ

（
杉
本
さ
え
み
・
中
山
ゆ
き
子
）・

中
村
真
弓

料　
全
席
自
由
席

一
般　
　
　
　
　
　

７
０
０
円

小
・
中
学
生　
　
　

５
０
０
円

親
子
ペ
ア
券　

１
、
０
０
０
円

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

親
子
の
触
れ
合
い
を
深
め
な
が
ら

各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
健
康
増
進
・
体
力
向
上
を
目
指

し
ま
せ
ん
か
。

体
育
館
に
設
置
し
た
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
・
ソ
フ
ト
マ
ッ
ト
・
平
均
台
な
ど

の
体
操
器
具
や
、
卓
球
・
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
な
ど
を
親
子
で
自
由
に
楽

し
む
こ
と
が
き
ま
す
。
ま
た
、
誰
で

も
簡
単
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
「
で

き
る
か
な
？
コ
ー
ナ
ー
」
や
、
体
操

の
種
目
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
う
「
プ
チ
体
操
塾
」
も
開
催

し
ま
す
。

日　
８
月
24
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時

場　
県
立
体
育
館

料　
無
料

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問　
県
立
体
育
館
（
☎
�
１
２
０
１
）

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
を
目
指
し
て
開
催
す
る
人
権
学

習
会
で
す
。

日　
８
月
25
日
㈰

午
後
１
時
～
３
時

場　
白
砂
公
民
館

演
題　
大
切
な
あ
な
た
へ
～
自
死
に

対
す
る
差
別
・
偏
見
を
な
く
し
誰

も
が
住
み
よ
い
社
会
に
向
け
て
～

講
師　
桑
原
正
好
さ
ん
（
し
ま
ね
わ

か
ち
合
い
の
会
・
虹
）

料　
無
料

問　
白
砂
公
民
館
（
☎
�
１
２
８
８
）

浜
田
市
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し

ま
す
。戦
没
者
の
遺
族
の
皆
さ
ん
は
、

ご
列
席
く
だ
さ
い
。

日　
９
月
７
日
㈯

午
前
11
時
～
正
午

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
�
０
０
９
４
）

浜
田
市
を
は
じ
め
、
石
見
各
地
に

伝
わ
る
神
楽
の
多
様
な
姿
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
産
業
と
し
て
も
成
り

立
つ
神
楽
道
具
の
紹
介
、
そ
し
て
創

作
神
楽
や
子
供
神
楽
な
ど
を
紹
介
す

る
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日　
９
月
８
日
㈰
ま
で

午
前
９
時
～
午
後
６
時

※　

休
館
日
は
、８
月
20
日
㈫
で
す
。

場　
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

※　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。ご
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

（
☎
０
８
５
３
�
８
６
０
０
）

http://w
w

w
.izm

.ed.jp/

８
月
は
、
第
１
・
３
日
曜
日
も
休

ま
ず
開
館
し
ま
す
。

日
曜
日
の
フ
リ
ー
タ
イ
ム
利
用

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

あ
さ
ひ
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン

ス
ポ
ー
ツ
王
国

第
６
回
盆
休
み
石
見
畳
ヶ
浦

現
地
見
学
会

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

浜
田
児
童
作
品
展

キ
ッ
ズ
の
た
め
の
ホ
ワ
イ
エ
・

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
日

浜
田
市
戦
没
者
追
悼
式

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

夏
の
特
別
開
館

人
権
学
習
会

　
　
～
大
切
な
あ
な
た
へ
～

神
々
の
国
し
ま
ね
企
画
展

　
石
見
神
楽

　
～
舞
を
伝
え
る

　
　
　
　
　
　
舞
と
生
き
る
～
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プ
ー
ル

対
象　
４
歳
以
上
（
小
学
校
３
年
生

以
下
の
利
用
は
、
保
護
者
同
伴
）

利
用
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※　

必
ず
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
を

着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ジ
ム

対
象　
16
歳
以
上

利
用
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※　

運
動
が
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

（
☎
�
１
０
３
５
）

　

夏
休
み
期
間
中
は
、
無
休
で
開
館

し
ま
す
。

日　
８
月
31
日
㈯
ま
で

午
前
９
時
～
午
後
６
時

ペ
ン
ギ
ン
の
水
中
お
食
事
タ
イ
ム

フ
ン
ボ
ル
ト
ペ
ン
ギ
ン
に
、
ダ
イ

バ
ー
が
水
中
で
餌
を
あ
げ
る
よ
。
ダ

イ
バ
ー
と
の
記
念
撮
影
も
で
き
ま
す
。

日　
９
月
１
日
㈰
ま
で

午
後
０
時
30
分
（
約
10
分
間
）

場　

ペ
ン
ギ
ン
館
１
階
ペ
ン
ギ
ン

ホ
ー
ル

ア
ク
ア
ス
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

夜
の
ア
ク
ア
ス
妖
海
屋
敷

ア
ク
ア
ス
が
お
化
け
屋
敷
に
！
妖

海
屋
敷
に
な
っ
た
夜
の
ア
ク
ア
ス
を

探
検
し
よ
う
。

対
象　
小
学
生
と
保
護
者
２
人
１
組

日　
８
月
24
日
㈯

午
後
７
時
～
翌
日
午
前
８
時

定　
24
組
48
人

料　
２
、
０
０
０
円
（
入
館
料
）

※　

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
証
で
も
可

能
で
す
。

申
込
締
切
日　
８
月
９
日
㈮
必
着

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
に
、
参
加

者
全
員
の
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
年

齢
（
学
年
）・
性
別
・
代
表
者
の

住
所
・
電
話
番
号
・
参
加
希
望
ス

ク
ー
ル
と
日
付
を
記
入
の
上
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

※　

申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

結
果
を
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

http://w
w

w
.aquas.or.jp

申
・
問　
ア
ク
ア
ス
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
係
【
〒
６
９
７
‐
０
０
０
４　

久
代
町
１
１
１
７
‐
２
（
☎
�
３

　

６
１
４
）】

８
月
の
神
楽
情
報
（
雨
天
中
止
）

日　
４
日
㈰　

都
神
楽
団

11
日
㈰　

宇
野
保
存
会

14
日
㈬　

有
福
温
泉
神
楽
団

遺
産
相
続
・
遺
言
・
不
動
産
の
売

買
・
名
義
変
更
登
記
・
お
金
の
貸
し

借
り
・
借
金
・
ロ
ー
ン
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
悪
質
商
法
・
会
社
の
登
記
・
裁
判
・

調
停
・
成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産

管
理
な
ど
、
様
々
な
法
律
相
談
や
登

記
相
談
を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

益
田
会
場

日　
８
月
22
日
㈭

午
後
１
時
～
５
時

場　
益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な

ろ
館

料　
無
料

予
約
先　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
２
０
‐
１
１
４
‐

２
３
４
）

受
付
時
間

平
日
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

※　

予
約
し
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問　
島
根
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
８
５
２
�
１
４
０
２
）

石
央
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
館
内
害

虫
駆
除
及
び
カ
ー
ペ
ッ
ト
洗
浄
の
た

め
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

日　
８
月
12
日
㈪　

終
日

※　

当
日
は
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
及
び

電
話
に
よ
る
予
約
受
付
も
行
い
ま

せ
ん
。

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

企
画
展
「
キ
モ
ノ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
」

関
連
イ
ベ
ン
ト

資
生
堂 Beauty up 

メ
ー
ク
シ
ョ
ー

着
物
に
合
う
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
を
紹

介
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
プ
ロ
の

技
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　
８
月
３
日
㈯

①
午
前
11
時
～
・
②
午
後
１
時
30

分
～
・
③
午
後
３
時
～

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ

エ
講
師　

光み
つ

石い
し

幸さ
ち

代よ

さ
ん
（
資
生
堂

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）

定　
各
回
先
着
50
人

料　
無
料

特
別
企
画

「
老
若
男
女
、
着
物
で
無
料
！
」

企
画
展
「
キ
モ
ノ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
」

の
会
期
中
（
８
月
26
日
㈪
ま
で
）、
和

装
（
着
物
・
浴
衣
）
で
来
場
さ
れ
た

人
を
展
覧
会
に
無
料
で
招
待
し
ま
す
。

※　

神
々
の
国
し
ま
ね
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
り
、
高
校
生
以
下
は
企
画

展
の
入
場
は
無
料
で
す
。

ア
ジ
ア
糸
操
り
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
in
グ
ラ
ン
ト
ワ

日
本
の
、
糸
操
り
人
形
の
源
流
と

も
い
え
る
ア
ジ
ア
（
中
国
・
ミ
ャ
ン

マ
ー
）
の
糸
操
り
人
形
劇
団
と
、
国

内
の
糸
操
り
人
形
団
体
５
団
体
が
一

堂
に
会
し
、
糸
操
り
に
特
化
し
た
、

全
国
で
も
珍
し
い
人
形
劇
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
バ
ラ
エ

テ
ィ
豊
か
な
人
形
劇
を
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。

日　
８
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル
ほ
か

料　
１
日
券

一
般　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

友
の
会
会
員　
　
　

８
０
０
円

高
校
生
以
下　
　
　

５
０
０
円

※　

未
就
学
児
は
無
料
で
す
。

15
日
㈭　

佐
野
神
楽
社
中

16
日
㈮　

追
原
神
楽
社
中

17
日
㈯　

大
都
神
楽
団

18
日
㈰　

久
木
神
楽
社
中

※　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

（
☎
�
３
３
８
８
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

石
央
文
化
ホ
ー
ル

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 20,029 20,241 22,634 42,875
金 城 1,925 2,216 2,395 4,611

旭 1,427 1,507 1,612 3,119
弥 栄 701 692 766 1,458
三 隅 2,903 3,108 3,440 6,548
合 計 26,985 27,764 30,847 58,611

人　口（６月末現在）

（単位：人）

　浜田市弥栄支所から車で南へ５分程のところに、笠松市民の森を源流に持つ、
地元でもひときわきれいだと言われる小

こ

角
ず み

川があります。
　その小角川が流れる小角集落の“どうどう淵”は、土石が長い年月をかけて川
の流れにより削られて淵になったもので、水が流れる時にどうどうと音が響くの
でどうどう淵と名付けられたと言われています。
　子どもたちにとっては“どうどう淵”にある橋や、大きな岩からダイビングし
たり、川魚を捕まえたりして絶好の遊び場となっています。また近年、小角集落
の人たちが提案し、皆さんが安全に遊べるようにと東

あ ず ま や

屋を作ったり、周辺の草刈
りを行ったりと手入れをしておられます。
　弥栄町は標高が高く、平野部に比べ３～４℃は涼しいので、夏の避暑には最適
な場所です。

編集・発行　浜田市広報情報課
☎0855–22–2612（代表）
▢ＦＡＸ 0855‒22‒7840（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
E-mail:info@city.hamada.shimane.jp
〒697‒8501 島根県浜田市殿町1番地

金城支所
☎42–1234

旭支所
☎45–1234

弥栄支所
☎48–2111

三隅支所
☎32–2800

わがまち 再発見！

どうどう淵


